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マスウーディー著『黄金の牧場と宝石の鉱山』の
　　　　　　第三～第六章をめぐって（3）
竹　田 新
V　（第四章の翻訳）
第4章‘［アッラーの」友’アブラハムー彼の上に平安あらんことを一と彼の時代に続くイ
スラエルの子ら（BanB　Isra’fl）他の諸預書巻・諸王の物語（1）
　（§76）アブラハムは成長し、隠れていた洞窟から出てきて、世界全体やその中にある劇造の
証とその影響を熟考した時、金星とその輝きを眺めて、「“これぞ我が主である”」と言った。（2）
また、太陰が金星より輝いているのを見た時、「“これぞ我が主である”」と雷った。（3）更に、太
陽の光が彼の見たものの中で最もきらきらしているのを見た時、「“これぞ我が主である”」と言っ
た。（4）“これぞ我が主である”というアブラハムの言葉をめぐって［後の〕人々は論争し、この
言葉が推察と問いかけによって彼から出たものだと考えた者もいれば、彼が成人に達して、責任
のある状態になる以前に出たものだと考えた者、それ以外の意見の者もいる。ガブリエルがアブ
ラハムのところにやって来て、彼に宗教を教え、アッラーはアブラハムを預言者、友人に選び給
うた。（5）アブラハムは“以前に方正な行い（rushd）を”授けられており、方正な行いを授けら
れた者は、誤りや堕落や、永遠なる唯一のお方以外を崇拝することから守られていた。（6）アブラ
ハムは彼の民が彫像類を自分たちの神々として崇めるのを見て、彼らを非難した。（7＞彼らの神々
に対するアブラハムの非難が彼らに幾度も繰り返され、この非難が彼らの間に広がった晴、ニム
ロドが彼に火を用意し、彼を火の中に投げ込んだ。⑧するとアッラーはアブラハムに対してその
火を郡冷たく安全なものに”し給い、火がその日、地上の全ての場所で消えた。（9）
　（§77）アブラハムにイシュマエルー両人の上に平安あらんことを一が生まれたが、それ
はアブラハムが86歳になってからである。（10）90歳とも言われている。イシュマエルはハガル
（Hajar）から生まれたのであるが、彼女はサラ（Sarah）の女奴隷であった。（11）サラはアブラ
ハムを信じた最初の者であり、ナホルの子ベトエル（Batu’rl）の娘で、アブラハムの父方のお
じの娘に当たる。（12）後で述べるように他の説もある。
　　（§78）ロト（Lat）はアブラハムを信じた。ロトはナホルの子テラの子ハラソ（Haran）の
子で、アブラハムの兄弟の子に当たる。（13＞アッラーはロトをかの5都市に遣わし給うた。（14）5都
市とは、ソドム（SadQm）、ゴモラ（Ghum｛1癒）、アドマ（Adm飢勧、ツォアル（＄aghgra）、
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ツェボイム（＄abara）である。ロトの民は‘ムウタフィガ　（a1－Mu’tafikah）の住民である。
ムウタフィカは、語源を研究する者の意見によれば、虚偽を意味するイフク（ifk）という語か
ら派生した誘である。（15）アッラーはそのことを、御啓典の中に“ムウタフィカを全滅させた”と
いう御言葉で述べ給うた。（16）この地は、シリア辺境とヒジャーズ辺境との闘で、ヨルダソ
（al－Urdunn）とパレスティナ（Fi｝as㌻fn）の近くにあるが、シリアの領域に含まれる。（17）そし
て今日、即ち332年まで残る、人影のない廃嘘で、そこには、　鳩印の付いた’石があり、旅人
はその石が黒く輝いているのを見る。（18）uトは20数年間、彼らの問に留まり、彼らにアッラーへ
の儒仰を説いたが、彼らは信じなかったので、彼らの上に懲罰が下った。（19）それは、アッラーが
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t
彼らについて語り、述べ給うた通りである。（20）
　（§79）イシュマエルがアブラハムにハガルから生まれた時、サラは嫉妬した。（21）そこで、ア
ブラハムはイシュマエルとハガルをメッカへ連れて行き、そこに二人を住まわせた。（22）アッラー
一
かれに対する称讃はこの上なし一はそのことを、“我らが主よ、我は子孫の或る者をあな
たの聖なる館の傍らの耕せない谷間に住まわせました”云々というアブラハムの言葉を通して告
げ給うた。㈱）アッラーは彼の祈りに答え、彼らの孤狸をジュルフム人とアマレク人によって取り
去り、“人々の心が彼らに傾くように”計らい給うた。（2のそして、アッラーはアブラハムー彼
の上に平安あらんことを一の時代、Pトの民が行なったよく知られている事柄のために、彼ら
を滅ぼし給うた。
　（§80）その後、アッラーはアブラハムに息子を犠牲にするよう命じ給うた。（as＞アブラハムは
すぐさま主に従い、“息子を［地面に〕額を伏せるようにして倒した”。（26）アッラーは“大きな
犠牲で”アブラハムを購い給うた。（27＞“アブラハムはイシュマxルと共に、その館の礎を”打ち
立てた。（28）その後、アブラハムにサラからイサク（lshaq）が生まれた。それはアブラハムが
120歳になってからであった。（29）犠牲にされたものをめぐって［後の］人々は論争し、それがイ
サクだという意見を持った者もいれば、イシュマエルと考えた者もいる。（30）もし犠牲の命令がミ
ナーで下ったのであれば、犠牲にされたのはイシュマエルである。（31）　fgぜなら、イサクはヒジャー
ズに入ったことがないからである。そして、犠牲の命令がシリァで下ったのなら、犠牲にされた
のはイサクとなる。なぜなら、イシュマエルはシリアから連れ去られた後はそこに入ったことが
ないからである。サラは死去し、アブラハムはその後、ケトラ（Q鎚r勧と結婚した。彼には
ケトラから6名の男子が生まれた。（32）ジムラソ（Zimran）、ヨクシャソ（Yaqsan）、メダソ
（Madan）、ミディアン（Madyan）、イシュバク（Yasbaq）、シュァ（Suwab）である。アブラ
ハムはシリアで菟去し、彼の年齢はアッラーに召されるまで175歳であった。（33）彼の上には10葉
の聖冊（§a旗ahんu加f）が下された。（34）
　（§81）イサクはアブラハムの死後、ベトエルの娘りベカ（Rafaqa）と結婚し、彼には一度
にxサウ（ai－‘鋤とヤコブ（Ya‘⑳b）が生まれた。（35）始めにこの世に出たのはエサウで、次
いでヤコブであった。（36）イサクは両名が生まれた時、60歳であった。（37）イサクは視力がなくなり、
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ヤコブが兄弟たちの長たることと、ヤコブの子孫が預言巻たることをヤコブのために祈り、エサ
ウのために、エサウの子孫が王たることを祈った。（38）イサクの年齢はアッラーに篠されるまで
185歳で、彼は父‘［アッラーの〕友’と共に埋められた。（39）彼らの墓の場所はよく知ら況、エル
サレム（バイトル・マクディスBayt　a｝－Maqdis）から18マイル離れた、‘アブラハムのモスクと
牧草地’の名で知られるモスクにある。（40）
　（§82）イサクは息子のヤコブにシリアの地へ行くよう命じ、ヤコブと彼の子供12名が預言者
たることを知らせていた。（鋤その12名は、ルペソ（R“brn）、シメオン（Shim‘｛in）、レビ
（L含w£）、ユダ（Yahgda）、イサカル（Yashsakhar）、ゼブルソ（Zabultin）、ヨセブ（Y｛1suf）、
ベニヤミソ（BinyamTn）、ダソ（Dhan）、ナフタリ　（Niftal（f））、ガド（Qadh）、アシェル
（Ashar）で、これらが12支族に当たる。（42）そして預言力と王権は、そのうちレビ、ユダ、ヨセ
ブ、ベニヤミソという・L名の子孫のもとにある。ヤコブは兄弟のエサウを大いに恐れたが、
アッラーはヤコブを護り給うた。ヤコブには羊が5500匹いたが、彼はエサウにその10分の1を与
えた。（43）それはアッラーが彼をエサウへの恐れから護り給い、エサウには彼を襲う術もなかった
のに、彼がエサウの襲繋を恐れ、エサウの悪行を避けようとしてのことであった。（44）そこで、アッ
ラーはヤコブの約束違反に対して、制裁を加え、彼の子孫に懲罰を与え給うた。（45）ヤコブに、
「お前は我が雷を儒頼しなかった。それゆえ、エサウの子孫にお前の子孫を550年間支配させよ
う」と啓示し給うたのである。（46）この期閲はローマ（ar－Ritm）がxルサレムを破壊し、イスラ
xルの子らを奴隷にして以来、ウマル・ブソ・アル・・ハッターブ（‘Umar　b．　al－Khatiab）一
一
アッラーが彼に満足し給わんことを　　がエルサレムを醐城するまでに当たった。（47）
　（§83）ヤコブが最も愛した子供はヨセブであった。（48）ヨセブの兄弟たちはそのことで彼を妬
み、彼と兄弟たちの間には、アッラーが御啓典の中で語り、かれの預言者（置ムハンマド）の口
を通して告げ給うた事が起った。それはこの預言者の民のもとではよく知られていた。アッラー
はヤコブが140歳の晴、エジプト（Mi＄r）の地で彼を召し給うた。（49）そこでヨセブは彼を運び、
パレスティナの地の、アブラハムとイサクー一両人の上に平安あらんことを一の墓のところに
彼を埋めた。（5°）アッラーはヨセフー彼の上に平安あらんことを一一がUO歳の時、エジプトで
彼を召し給い、彼は大理石造りの、鉛で継ぎ合わされ、水や空気を通さないニスを塗られた枢の
中に安置され、メソフィス（Manf）の町の近くで、　xジプトのナイル（［an－］Nfl）に投げ込ま
れた。（51）それゆえ、かの町には彼のモスクがある。また、ヨセブは自分をアブラハムのモスクに
ある父ヤコブの墓に運んで、埋めるように遺言したとも言われている。（52）
　　（§84）その時代にヨブ（Ayygb）一彼の上に平安あらんことを一一がいた。（53）彼はアブ
ラハムの子イサクの子エサウの子レウエル（Ra‘w£Dの子ゼラ’（zarah）の子アモス（AmO＄）
の子で、シリアの地の、ダマスクスとジャービヤ（a王一Jabiyah）の闘にある、ヨルダソのハウラ
ン（IJawran）とバタネヤ（a1－Bathanfyah）の地に住んでいた。（54）彼は富も子供たちも多かっ
たが、アッラーは彼を試すべく、本人と富と子供たちに対する試練を課し給うた。（55）彼は耐え忍び、
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アッラーは彼にその全てを戻し、彼の過ちを取り消し給うた。アッラーは御啓典の中でかれの預
言者一アッラーが彼を祝福し、守り給わんことを一の口を通してその話を語り給うた。（SS）　E
ブのモスクと彼が沐浴した泉は、今日、即ち332年、ヨルダソの地の、ダマスクスとティベリア
ス（Tabar魯ah）の間にある、ナワー（Nawa）とゴラン（aトJawlan）の地においてよく知られ
ている。（57）このモスクと泉はナワーの町から3マイル程の所にあり、試練の間、彼と妻のラフマー
（Rahma）が避難していた石は今日までそのモスクにある。（58）
　（§85）トーラーや最初の諸啓典を信じる人々が述べたところでは、ヤコブの子ヨセブの子マ
ナセ（Manashsha）の子モーセ（Mgs2）はアムラム（‘王王nr蝕）の子モーセより前の預需者であ
り、ノアの子セムの子アルパクシャドの子シェラの子エベルの子ペレグの子マルカーソ
（Malkan）の子ヒドル（a｝－Khidr）を探し求めた人物である。（59）啓，典の民の中には、ヒドルは
アブラハムの子イサクの子エサウの子エリファズ（Nffaz）の子オマル（‘Ama’f｝）の子ヒドルー
ソ（Khま禽負n）であり、自分の民のもとに遣わされ、彼らに受け入れられたと述べた者たちもい
る。（60）ヤコブの子レビの子ケハト（Qahat）の子アムラムの子モーセは、巨入のファラオ
（fir　‘awn）の時代にエジプトにいた。この人物はエジプトの4代臼のファラオに当たり、長寿
で、身体が大きく、イムラーク（‘lmlfiq）の子アムルCA魚r）の子ハラソ（Har蝕〉の子ライ
ス（Layth）の子アブー・ル＝ヒルワース（Ab最a1－｝搬was）の子アブー・ヌマイル（Ab登
Numayr）の子ムアーウィヤ（Mu‘ゑwiyah）の子ムスアブ（Mu§‘ab）の子ワリード（aFWa｝？d）
といった。（61）
　（§86）イスラエルの子らはヨセフー彼の上に平安あらんことを一一の死後、．奴隷にされ、
厳しい試練にさらされた。（62）占い師や占星術師や魔術師たちは、一入の子供が生まれ、その子供
がファラオの王権を無に帰し、エジプトの地に大事を起こすだろうと、ファラオに告げた。ファ
ラオはそのことを心配し、乳飲み子たちを殺すよう命じた。モーセの事と、彼を大河に投げ込む
よう母親にアッラーが啓示し給うた事に関しては、アッラーが語り、かれの預書者、ムハソマF
一
彼の上に平安あらんことを一一の口を通して明らかにし給うた事が起った。（63）その時代、預
雷者シュアイブ（Sh舐‘ayb）一彼の上に平安あらんことを一がいた。彼はアブラハムの子ミ
ディアソの子エファ（‘璽fa）の子ムツル（Murr）の子ラアワーイール（Ra‘wa’fDの子ナウィー
ル（NawTl）の子シュアイブである。（64）彼の言葉はアラビア（　‘Ara　bT）語で、ミディアソの住民
のもとに遣わされていた。（65＞モーセはファラオから逃れ贔た晧、預雷者シュアイブー彼の上に
平安あらんことを一一のそばを通りかかった。（66）モーセとシュアイブの事、及びモーセと
シュァイブの娘との結婚に関しては、アッラー一至ec大におわす一bS述べ給うた事が起こっ
た。（67）
　（§87）“アッラーはモーセに親しく語りかげ’、彼を兄弟のアロソ（Har｛ill）によって補強
し、二人をファラオのもとに遣わし給うた。（6S）ところが、ファラオが二人に逆らったので、アッ
ラーはファラオを溺れさせ、モ～セにイスラエルの子らを引き連れて、かの荒れ野（at－tfh）へ
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出て行くよう命じ給うた。（69）彼らの数は、まだ成年に達していない者を別にして、大人60万名で
あった。（7◎）アッラーが塾の預言者モーセにシナイ山（TUr　Sfna）の頂で下し給うた幾枚かの
板は、エメラルドからできており、黄金で文字が書かれていた。㈹モーセは山から降りた時、イ
スラエルの子らの一部が仔牛の崇拝に没頭しているのを匿にした。（72）彼は震え、それらの板が彼
の手から落ち、砕けてしまった。（73）彼は板の断片を集め、それらを他の物と共に御姿（sakfnah）
の聖櫃に収め、幕屋（haykal）に安置した。（？4）アロソは祭司で、幕屋の管理人であった。（75）アッ
ラーはアムラムの子モーセが荒れ野にあった時、彼の上にトーラーを下し終え給うた。アッラー
はアロソを蕎し給い、彼はサラート（as－Sar飢）の山々に近く、シナイ由に隣合う、モァブ
（Mu’飾）の山に葬られた。㈹彼の墓はよく知られ、古い洞窟にあり、そこからは魂を持った者
なら誰でも不安になるような大きな音が夜に聞こえることがある。アロソは埋葬されているので
はなくて、その洞窟の中に安置されているとも雪われている。この場所には珍しい語があり、そ
こを訪れた者は我らが記述した事柄を知っている。（？7）
　（§88）これ（置アロソの死去）は、モーセの死去の7か月前のことであった。（78）アmソは
123歳の蒔に召されたが、120歳の時に召されたとも言われている。（79）また、モーセはアmソの死
去の3年後に召されたとか、モーセはシリアへ出向き、内陸からアマレク人、クルバーソ人
（alQurbanfyan）、ミディアソ人（al－MadyanfYgn）や、トーラーで述べられた、その他の人々
のもとへ差し向けられていた分遣隊を率いて、当地で幾度か戦ったとも言われている。㈹アッラー
一
いと高くおわす一はモーセー彼の上に平安あらんことを一の上に10聖冊を下し給い、
100聖冊が完成したQ（81）その後、アッラーは彼の上にヘブライ譜（al－　‘lbranfyah）でトーラーを
下し給うた。トーラーは、命令、禁止、許可、不許可、慣行、規範を含み、5書（sifr／asfhr）
である。この書とは聖冊のことである。モーセー彼の上に平安あらんことを一は御姿が入る
聖櫃を600750ミスカール（mithqa1）の黄金で作っていた。（82）管理人はアPソの後、　Mセブ支族
のヌソ（Nitn）の子ヨシュア（Yitsha‘）となった。（83）
　　（§89）モーk一彼の上に平安あらんことを一は120歳の時に召された。（84）モーセもアロ
ンも、全く老いることがなく、その若々しい特徴は変わることがなかった。（85）アッラーが
モーセを召し給うた時、ヌソの子ヨシュアがイスラエルの子らを連れてシリアの地へ急ぐことに
なった。（86）当地は鼠人であるアマレク人の王たちやその他のシリアの薫たちが征圧してしまって
いた。そこでヨシュァは彼らのもとに分遣隊を差し向け、幾度か戦い、ガウル（al－Ghawr）の
地のエリコ（A質h含）とゾガル（Zughar）とを征賑した。（87）当地は‘悪臭を放つ湖’の地であり、
この湖は溺れる者を受け入れず、魚など生物が生まれ出ない。（88）この湖のことは論理学の著者や、
彼の時代の前後の哲学者たちも述べている。（89）ティペリアス湖の水、郎ちヨルダソ州の水は、こ
の湖に終わる。ティベリアス湖の水はダマスクスの地にあるカファルラ～（Kafarla）とカルウー
ソ（aレQar‘面）の湖から流れ始める。（CG）ヨルダン川の水流は‘悪臭を放つ湖’に達すると、こ
の湖に入り込み、湖の水と混わらずに、湖の中央部に達し、そこで下にもぐりこむ。これは大き
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な川だが、湖の水位を増減させることもなく、どこまでもぐりこんでいるのかは知られてい
ない。
　（§90）この湖、即ち‘悪臭を放つ湖’には、『時代の情報』と『中間の書』の中で我々が雷
及した長い話と物語がある。（91）我々はこの湖から取り鑛され、ユダヤ石として知られる、西瓜の
姿をした二つの形を持つ石の話を述べた。哲学者たちもその石のことを述べ、医師たちは膀胱に
結石の痛みを持った者にその石を馬いた。石には雄雌の2種類あり、雄石は男用、雌石は女層で
ある。この湖からは土涯青として知られる薬物が取り出される。（92）この世には、アッラーがより
ご存じでおわすが、魚など生物が生まれ出ない湖は、この湖と私がアゼルバイジャソ（Adharba頭n）
の地で渡ったことのある湖以外にはない。その湖はウルミヤ（Urmiyah）とマラーガ（庶Mar勧ah）
の間にあり、当地ではカブーザーン（KabOdhan）で知られるものである。（93）先人たちは‘悪臭
を放つ湖’に生物が生まれ出ない原因を述べたが、カブ～ザーソ湖に言及しなかった。彼らの言
から類推すれば、両湖の原照は岡じであらねばならない。
　（§91）マーリク（M謹k）の子フーバル（Hgbar）の子スマイダア（as－Sumayda‘）という、
シリアの王がヌソの子ヨシュアに向かって進んだ。（94）その結果、両者は幾度か戦ったが、ヨシュ
アはその王を殺し、その全領土を所有するに至った。更にヨシュアはそれ以外の巨人たちやアマ
レク人の［王たちの］領土をも併合し、シリアの地を幾度か攻撃した。モー一セの死後、イスラエ
ルの子らをヌソの子ヨシュアが治めた期間は29年であったが、彼はアブラハムの子イサクの子ヤ
コブの子ヨセブの子エフライムαfr誼m）の子ヌソの子ヨシュアである。（95＞ヌソの子yシュアが
アマレク人の王スマイダアと初めて戦ったのは、ミディアソの近くエイラト（Aylah）の地であっ
たとも言われている。（96）それについて、アウフ・ブソ・サアド・アッ＝ジュルフミーCAwf　b．
Sa‘d　al－　Jurhumi）が次のように歌う。（97）
　フーバルの息子のかのアマレク人がエイラトで、その肉体をずたずたに引き裂かれていたのを
あなたは見なかったか
　鎧のない考と鎧を付けた者、合わせて80000名のユダヤ人軍団が彼に対して一丸となったのだ
　この軍國は彼の死後、アマレク人に対する力となり、アマレク人は地上を恐る恐る歩き回るよ
うをこなった（98）
　あたかもアマレク人はメッカの山あいにいたことがなく、誰もかつてスマイダアを見たことが
ないかのようだ
　（§92）シリアの地のバルカー（al－Balqa’）の村々の一つに、ハラン（Halran）の子ロトの子
モアブの子フィリスティム（Firistim）の子サムーソ（Saman）の子ベオル（Ba　‘“r）の子バラ
ム（Ba1‘am）と呼ばれる男がいた。（99）彼の祈りはアッラーに聞き入れられていたので、彼の民
は彼にヌンの子ヨシュアを呪わせた。（100）しかし、それはうまく行かず、彼は失敗したので、ア
マレク人の王たちの一人に指示し、ヌンの子ヨシュアの軍隊に向かって美しい婦人たちを見せた。
（101）すると、ヨシュアの軍隊はかの婦人たちの方へ急いだ。その結果、彼らの問に疫病が起こり、
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90000名が滅んだ。（1◎2）それより多いとも言われている。バラムは慮分のところに御徴が来たのに、
“
それを脱ぎ捨てた”とアッラーが告げ給うた者である。（le3）ヌソの子ヨシュアは110歳の時にアッ
ラーに召されたと言われている。Qo4）
　（§93）ヨシュアの後、イスラエルの子らの上にユダの子ペレツ（Bara§）の子エフネ
（Yitfanna）の子カレブ（K霞b）が立った。（105）ヨシュアとカレブとは“アッラ～が恩寵を与え
給うた”者たちである。（1°6）マスウーディーは言った。私は劉の写本において、以下のことを見
いだした。ヨシュアの死後、イスラエルの子らの長はクシャソ・リシュアタイム（KUsh5n
a1－Kufr£）で、彼らの問に8年間留まり、死んだ。（107）そして、ユダ支族に属するケナズ
（Qanas）の子オトニエル（‘Uthna’il）が40年間支配し、モアブのバルカーの惣こいた巨人クー
シュ（Kitsh）を殺した。（108＞しかし、その後イスラエルの子らが背儒したので、アッラーはカナ
ン（Kan　‘an）に20年間にわたって彼らを支配させ給うた。（王09）彼が死ぬと、祭司アムラル（エリ？
‘AmlaDが40年闘イスラエルの子らを率いた。（110）その後、サムエル（ShamwfDが立った後、
サウル（Ta19t）が彼らを支配したが、パレスティナの地のベルベル人（a1－Barbar）の王、巨人
ゴリアト（∫髄のが彼らを襲った。（111）
　（§94）マスウーディーは雷った。我らが先に述べた最初の謡に従うと、ヨシュアの後イスラ
エルの子らの長はエフネの子カレブであり、カレブの後の長で、彼らを30年問治めた者はアムm
ソの子アロソの子エルアザル（al－‘Azar）の子ピネハス（Finabas）であった。（112）彼はモーセー
一彼の上に平安あらんことを一一の諸聖冊に心を向けていたので、それらを銅製の樽の中に置き、
樽の蓋頭を鉛で覆った。そして聖殿（bayt　al－maqdis）の岩のところに樽を持って来た。それ
は聖殿が建てられる前のことであった。すると、岩が劉れて、洞窟が現れたが、その洞窟の中に
第2の岩があった。彼が樽を第2の岩の上に置くと、第1の岩は元のように合わさった。（113）エ
ルアザルの子ピネハスが死ぬと、メソポタミア（aレJazfrah）の王、罪人クシャソがイスラエル
の子らを治め、彼らを奴隷となし、彼らは8年間試練にさらされた。（114）
　　（§95）その後、カレブの兄弟で、ユダ支族に属するエフネの子オトニエルが40年間彼らを治
め、その後は、モアブの王エグロソCAjl伽）が18年間彼らを厳しい姿勢で治めた。（115）その後、
エフライムの子孫の一人エフド（Ahad）が55年間彼らを治めたが、彼の治世の35年目はこの世
界の4000年閉に当たる。（116）年代については他の説もある。その後、エフドの子シャムガル
（Shamghar）が彼らを25年間治めた後、シリア王、カナソ人ヤビソ（Yabfn　a1－Kaガan£）が20
年間彼らを服従させた。（117）その後、デボラ（Dabitra）と呼ばれる女性が彼らを40年間治めた
が、彼女は彼の娘と言われており、ナフタリ支族に属するバラク（Barδq）と呼ばれる男性と結
婚した二。（118）
　　（§96）その後、彼等をオレブCOrfb）、ゼエブ（Zawfb）、バヌーリヤー（Band立iya）、ダー
リア（D激i‘）、サルター（Salta）という、ミディアン人の長たちが順次、7年3か月の間支配
した。（119）その後はマナセ～族のギデオソ（Jad　‘9n）が40年間イスラエルの子らを治め、ミディ
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アソ王たちを殺した。（12◎）その後は彼の子アビメレク（AbO　M譲akh）が3年3か月、その後は
エフライムー族のトラ（T創a‘）が23年間治めた。（121）その後はマナセー族のヤイル（Ya’fr）が2
2年間、その後はアソモソ人CAmman）の王たちが18年間、その後はベツレヘム（Bayt
La租m）のイブツァン（Bajsh｛in）が7年問、その後はサムソソ（ShanshQn）が20年閥、その
後はアムラフ（Amlah）が10年間、その後はアジュラーソCAIr蝕）が8年間、それぞれ治め
た。（i22）その後、ペリシテ人（Filastrn）の王たちが40年間イスラエルの子らを嚴従させた後、祭
司エリC1lan）が40年問治めた。（123）
　（§97）彼の時代にバビロニア人（a1－Babi｝ryitn）がイスラエルの子らを征服し、聖櫃を略奪
した。（124）イスラエルの子らはその聖櫃によって［アッラーの］御助けを求めていたのである。
バビロニア人はそれをバビロソ（Babi1）に運び、イスラエルの子らをその家々と子供たちから
引き離した。そして、エゼキエル（Hizq；1）の民には以下のことが起こった。（125）彼らはsc死を恐
れて幾千人もが自分の家から出て行った者たちであり、アッラーは彼らに死ねと言い給い、その
後、甦らせ給うた”。（126）疫病が彼らを襲っていたので、3支族が残り、それぞれ砂地、海上の
島、高山に逃れた。（127）彼らには家々に戻るまで長い話があったが、戻ると、エゼキエルに「我々
を襲ったようなものに襲われた民を見たことがあるか」と言った。彼は「いや、お前たちのよう
にアッラーから逃げた民を聞いたことがない」と言った。アッラーは7H後、疫病を彼らの上に
蔓延させ給うたので、彼らは最後の一人まで死んでしまった。（128）
　（§98）祭司エリの後、ナホルの子エロハム（Yar鋤aR）の子サムxル（ls｝コmawfl）がイス
ラエルの子らを治め、預言者と称し、彼らの間に20年間留まった。（129）アッラーは彼らから戦い
を取り去り、彼らの事情を改善した。ところがその後、彼らは［善悪を］混ぜ、サムXルにナ我々
に王を送れ。そうすれば、我々はアッラーの道のために戦おう”」と言った。（130）アッラーはサウ
ル（Talitt）、即ちアブラハムの子イサクの子ヤコブの子ベニヤミソの子ベラ（Falakh）の子ス
マイダーフ（Sumaydah）の子アフィア（Afyah）の子ペコラト（Bak｝慮rath）の子ツェロル
（＄argr）のアビエル（AbyaDの子キシュ（Qfs）の子サウル（Shawi｝）を王にするよう命じ
給い、彼をイスラエルの子らの王となし給うた。（131）これまでに、サウルほど彼らをまとめた老
はいなかった。モーセがイスラエルの子らを引き連れてエジプトを脱出してから、サウルがイス
ラエルの子らの王となるまで、572年3か月であった。（132）
　　（§99）サウルは革をなめす職人であったが、イスラエルの子らの預言者サムエルが彼らに
「“アッラーはお前たちにサウルを王として遣わし給うた”」と告げると、彼らはサウルに関して
アッラー一至高至大におわす一一が御啓典の中で告げ給うたように、「“我々の王となるなど、
どうして彼にできようか。我々の方が彼より王となるにふさわしい。ろくな財産も授かっていな
いのに”云々」と雪った。（133）彼らの預言者は彼らに「“彼がMであるという徴は、お前たちの主
が下された御姿とこモーセの一族ならびにアロソの一一twの〕遺品とを叡めたこ天使たちが担う］
かの聖櫃がお前たちのもとに現れることである”」と告げた。（134）かの聖櫃がバビロソに留まった
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期間は10年であったが、彼らは夜明げに聖櫃を運ぶ天使たちの［羽ばたきの］かすかな音を聞い
た。（135）
　（§100）ゴリアトの権力が強くなり、彼の兵士と将校が増えた。彼はイスラエルの子らがサ
ウルに従うことを聞くと、パレスティナからベルベル人の諸族を引き連れてサウルに向かって進
んだ。（136）彼はペレツ（Faris）の子バッターソ（耳磁δn）の子ディバール（Dibε1）の子マールー
ド（M農lad）の子ゴリアトである。彼がイスラエルの子らの地にやって来ると、サムエルは
サウルにイスラエルの子らを引き連れてゴリアトとの戦いに出て来るよう命じた。（137＞アッラー
はヨルダソとパレスティナとの間にある州でイスラエルの子らを試し、彼らに喉の渇きを課し給
うた。（1鋤アッラーはそのことを御啓典の中で語り給うた。彼らは川からいかにして飲むかを命
令されていたが、疑いを持つ者たちは犬のように想の水をなめたので、ゴリアトに最後の一人ま
で殺されてしまった。（139）その後、サウルがイスラエルの子らの精鋭から、ダビデ（Dawud）の
兄弟たちを含む323名の男を選ぶと、ダビデも兄弟たちについて行った。（140）両軍は衝突し、戦い
は膠着状態となった。（141）サウルは人々を鼓舞して、ゴリアトに立ち向かう者に彼の財産の3分
の1と彼の娘との結婚を約束した。（142）するとダビデが彼に立ち向かい、自分のかいば袋の中に
あった石を投石器でゴジアトに投げ付けて、彼を殺した。（143）こうしてゴリアトは死んで倒れた。
アッラーはそのことを御啓典の中で“ダビデはゴリアトを殺した”云々という御言葉で告げ給う
た。（144）そして、ダビデのかいば袋の中にあった石は三つの石であったが、一緒にされ、一つの
石になったと言われており、これらの石については、以前の我らの諸書の中で既に述べた話があ
り、これらの石こそゴi；］アトが殺されたものである。（145）
　（§101）また、水をなめて、命ぜられたことに背いた者たちを殺したのはサウルである〔と
も言われている］。例の鎧、輝ちイスラエルの子らの預誉者が彼らに、それがぴたりと合う考だ
けがゴリアトを殺すと告げ、ダビデにぴたりと合った鎧の話と、これらの戦いで起こった事柄、
泡立つ音を立てる川の話、サウルの支配の話、ペルベル人と彼らの系譜の始まりの話を、我らは
我らの書『時代の情報』の中で述べた。（146）我らは後に、この書の適当な箇所でベルベル人と地
上での彼らの分散に関する話の概要を述べる。
　　（§102）アッラーはダビデの名声を高め、サウルの名声を落としめ給うた。（147＞サウルは以前
の約束をダビデに果すことを担んだが、人々の心がダビデに傾くのを見た時、娘をダビデと結婚
させ、彼に税収の3分の1、権力の3分の1、人民の3分の1を引き渡した。その後、ダビデを
妬み、彼を暗殺しようと欲したが、アッラーがそれを禁じ給うた。α48）ダビデはサウルと王権を
争うことを拒んだが、ダビデの名声は高まった。サウルは王座の上で或る夜を過ごしたが、その
夜、悲しみのために死んでしまい、イスラエルの子らはダビデに従うことになった。（149）サウル
が王であった期間は20年であった。（150）ゴリアトが殺された場所はヨルダソのガウルの地のバイ
サーソであったとも雷われている。（151）
　　（§103）アッラーはダビデのために鉄を柔らくなし給い、ダビデは鉄で鎧を作った。（152）また
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アッラーは山々と鳥たちを彼に従わせ給い、両者は彼と共に［アッラーをコ称えている。（153）ダ
ビデはバルカーの地のモアブの住民と戦った。（154）また、彼の上には、詩編（az－ZabUr）がヘブ
ライ語で150章にわたって下され、彼はそれを3分の1ずつにした。（155）3分の1はイスラエルの
子らがネブカドネツァル（Bukht　Na＄＄ar）から被る事柄と将来ネプカドネツァルに関して起こ
るであろう事柄、3分の三はイスラエルの子らがアッシリア（AthKkr）の住民から被る事柄、3
分の1は訓戒、推奨、讃歌、畏節で、詩編には命令、禁止、許可、不許可は含まれていない。（156）
ダビデには万事が順調に進み、地上の端々」こいる不信者たちからなる反逆老たちはダビデに恐れ
を抱いた。ダビデはエルサレム（Crshalfm）、蝉ちバイトル・マクディスに拝殿を建てた。α57）そ
れは今日、即ち332年まで残る殿で、ダビデのミフラーブ（私室）として知られている。（158）エル
サレムには今H、それより高い建造物はなく、その上からは本書で前述した‘悪臭を放つ湖’と
ヨルダン川とが見えるかも知れない。（159）
　（§104）ダビデと2名のll論する者との件についてはアッラーが御啓典の中で語り給うた事
が起こった。（IOO）ダビデが口論する者の一方に、他方の言い分を聞く前に言ったのは、“確かに
彼はお前に不法を働いた”である。（161）ダビデの過ちをめぐって［後の］入々は論争し、我らが
記した見方をとった考たちもいる。彼らは預言者たちから不服従な行為や意鴎的な不敬震さを取
り去った。なぜなら、預需老たちは罪がない人々で、ダビデの過ちは我らが記したことに過ぎな
いからで、その証明はアッラー一一至高至大におわす一の御言葉“おお、ダビデよ、我らはお
前を地上の代理老としてやった。よって、人々を真理に基づいて裁け”である。α62）また、その
こと（＝ダビデの過ち）は、ハイヤーソ（Hayyan）の子ウリヤ（Criya）と後の殺害の物語に
関して、創始の諸書や他の書の中で述べられたようなものであると考えた者たちもいる。（163）アッ
ラーはダビデを40日後に赦し給うたが、その聞、彼は断食し、泣いていたのである。（164＞彼は
100名の女性と結婚した。（165）ソロモソ（Sulay王nan）は成長し、並外れた資質を示し、父の裁定
を助けた。（166）アッラーは“そしてそれぞれ（瓢ダビデとソロモソ）に判断力と知識を授けた”
云々という御言葉で告げ給うた通り、ソnモソに預言力と判断力を授け給うた。（167）ダビデに死
が訪れた時、彼は息子のソmモソを受託春となし、アッラーに召された。彼は40年聞パレステK
ナとヨルダソの王であった。（168）彼の軍隊は剣と楯とを持つ60000名の、剛毅で勇敢な、まだひげ
の生えていない若者から成っていた。（169）
　（§1◎5）ダビデの時代、エイラトとミディアソの地に賢人ルクマーン、脚ちサルール（ツェ
ロル？＄argr）の子ミディアソの子エファ（1fδ）の子ルクマーソがいた。（170）彼はヌビア人
（N｛ibi）であり、カイソ・ブソ・ジャスル（aレQayn　b。　Jasr）のマウラー（mawla解放奴隷）
で、ダビデの支配の10年鎧に生まれた。（⑳ルクマーソは正しい僕であったので、アッラーは彼
に知恵を授け給うた。彼はアミタイ（Matta）の子ヨナ（Ytinus）がモースルの地のニネベ
〈Nfnawδ）の住民のもとに遣わされた時代まで、この世界に知恵と禁欲を示しながら、生きて
いた。（172）
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　　（§106）ダビデが召された時、息子のソmモソが預言力と知恵を引き継いだ。ソmモソの公
正さがその臣民を覆い、万事が願調に進み、軍隊も彼に従った。ソロモソは聖殿を建て始めた。
それはアッラーがその周りを祝福し給うた至遠の（アクサーal－aq§a）モスクである。（1？3）聖殿
の建設がなった晴、彼は自身のために館を建てた。それは今日、クマーマ（a1－Qumamah）教
会と呼ばれるもので、キiL｝スト教徒（an－Na＄ara）の持つエルサレム最大の教会である。（174）ま
た、彼らはエルサレムにこれ以外にも立派な教会を幾つか持っており、その中には、ダビデが述
べているシオソ（§ahy［｝n）教会と、ダビデー彼の上に平安あらんことを一の墓があると人々
が主張するジュスマーニーヤ（al－Jusmδnfyah）で知られる教会がある。（175）アッラーは以前の誰
にも授け給わなかったような王権をソmモソに授け給い、御啓典の中で述べ給うた通り、人間、
ジソ、鳥、風を彼に従わせ給うた。（176）ソロモソがイスラエルの子らの王であったのは40年間で、
彼は52歳の時に召されたのである。（177）
Nの注の続き
（125）サーリフは、クルァーソ（7二73～79；11：61～66；26：141～59）やマスウーディーによると、一ヒ記（注122）
　　　のように、サムードの毘の預言者で、彼らに奇跡を見せて、彼らを園心させようと努めたが、結局は一部
　　　の者にしか受け入れられなかった人物である。彼はサムードの子Kh盒dirの子　‘Ubaydの子Masikhの子
　　　Asifの”i　‘Ubaydの子と言われることが多い。　Tabarf（1，p．244）参照。
（126）以下、“ファールスの地に居を定めた”まで、Ibn　Qutayba（p．27）を利用していると思われる。創世
　　　記では、ルドはセムの子孫で、アラムの子孫ではない（10：22～23）。アラムの子孫ならば、ルドではなく、
　　　フルとなろうか（10：23）。次に、タスムとジャディースの民［聖熟こはない3は、マスウーディーによれ
　　　ば、　‘真のアラブ’　（al－‘Arab　a1－‘餌bah）［上記のアード族やサムード族も同様］　（§950）で、両部
　　　族とも下記のヤマーマに往んでいた（§953）［タスムはバハレイソにも住んでいた（§1149）］が、憎し
　　　みや主権争いのため、約70年で互いに滅んでしまった（§952）とされる。但し、ジャディースはエベル
　　　の子（§§1144，1150）とか、ゲテルの子（§953）とされることが多い。アラブの文学では、タスムとジャ
　　　ディースはよく対になって登場し、　‘失われたアラブ　（al－‘Arab　a1－ba’idah）に数えられる伝説上の
　　　部族である。国に、Tabarτはlbn　Ishaq（d．151／768歴史債承家）により、ルドはノアの子セムの子で、
　　　タスムと下記のイムリークの父であると（1，p．213）、また、ノアの子セムの子アラムには、ウツとゲテル
　　　とフルが産まれ、ジャディ～スはサムードと共にゲテルの子であるとしている（1，pp．214～15）。マスウー
　　　ディーがタスムとジャディースの居所とする（§953）ヤマ～マは、アラビア半島の、現リヤードを中心
　　　とするアーリド（al－　‘Arid）地方の古名σまた、マスウーデK一がタスムが注んでいたとする（§1149）
　　　バハレイソは、マスウーディーの当時は、ヤマーマの北東の沿岸地域、現在のバハレイソ（バーレーソ）
　　　島を含むペルシア湾の西南海岸地帯を孝旨すことが多い。
（127）創枇記36：12ではエサウ（セムの子アルパクシャドの子シェラの子エペルの子ペレグの子レウの子セルグ
　　　の子ナホルの子テラの子アブラハムの子イサクの子）の子エリファズの子にアマレクがおり、本書のここ
　　　にアラム〔剣世記10：22では、セムの子］の孫（＝：§1146）、或はルド［同じくセムの子〕の子（＝”§953）
　　　として登揚するイムリーク［Ya‘qgbf（1，p．・i7）ではセムの子ルドの子］とは異なっている。そして彼の
　　　子孫とされるアマレク人は、聖書では、創世記14：7などにカデシ（シナイ東北部）を中心とする罠として
　　　登揚する。但し、本書でも§716においては、アマレク人は‘失われたアラブ’で、シリアにおり、エサウ
　　　（‘1＄a）の子エリファズ（Alffaz）の子の一人だと言われたとあり、聖書に準じている。また本書では、
　　　アマレク人は旱舷のイエメソを後に（§938）、水や草や定住地を求めてティハーマ（Tihdmahアラビア
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　　　半島西岸地方）へ向かい（§939）、ハガル（Ha3ar）とイシュマエル（isma‘rl）の住むメッカの谷間に彼
　　　女の許しを得て像み着き（§940）、一時カアバ神殿（a1－Bayt）の管理権を獲得した（§946）とか、アマ
　　　レク人の王a1－WaITd　b．　D脇a‘がシリアからエジプトに進んでエジプFの王座を握り（§808）、以後、
　　　［少なくとも］4名のエジプト王はアマレク出身であった（§§808～09，821）とか言われている。その
　　　他、イシュマエルは大きくなると、父アブラハム（1brahfm）の言葉を捨てて、アラビア語を話すように
　　　なり（§940）、アマレク人Sa‘dの娘aHada’と結婚した（§941）という話もある。
（i28）ウマイムは、マスウーディーによれば、テソトではなく、木を使った、屋棋付きの家屋を建てた最初の人
　　　である（§1166）。Tabarf（1，p．214）では、セムの子ルドの子で、～族はアーリジュの砂地のワバールの
　　　人々［下記の注130参照］だとなっている。ファールスは、イラソ南西部、ペルシア湾に面する地方で、
　　　古代ペルシア発祥の地である。
（129）カユ～マルトは、‘Abd　aトHa繍d版ではKay軌nartとなるが、マスウーディーによれば、このウマイム
　　　の子（§1166）、或はアダムの長男（§530）という説もある。しかし、一般にヤフェトの子で、聖書のゴ
　　　メル（創世記10：2）に当たると考えられることが多い。Tabarf（1，pp．17，147）参照。その他、拝火教徒
　　　（al－Majgs）などペルシア人（al－Furs）は、アダムとみなすようだ。　Tabarf（1，pp．17，147，154，199）
　　　参照。
（130）ワバールの地とは、イエメソのシフル（ash－Sh海r）とサヌア（＄an‘a’）との間にある地と思われる
　　　（Yaqat，V，p．356）。また、マスウーディーは、ワバールをノアの子セムの子アラムの子ル丼の子ウマイ
　　　ムの子で、一族はアーリジュの砂地に落ち着いた云々とも記している（§1161）。
（王31）マスウーディーは、アビールとその一族はメッカとメディナとの問にあるジュフファ（aレ∫u｝ユfah＞の地
　　　に佐んでいたが、洪水によって滅んだとも記す（§1177）。Tabarf（1，p．219）もアビール［或はウバイル］
　　　はウツの子でアーFの兄弟とする。そして、アッラーの使徒の町とは、メディナのことである。
（132）以下、　“言葉を分け給うfc”まで、　Ibn　Qutayba（p．28）を利絹していると思われる。マシュ（‘Abd
　　　al－Kamfd版ではMash）は創世記10：23参照。ニムロド（‘Abδal－Hamfd版で“1　Nimrgdh）は、翻世詑
　　　IO：8～12ではハムの子クシv．の子とあり、マスウーディーの本書にも、他の箇所（§§2103，1141）では、
　　　ノアの子ハムの子クシュ（Kifsh）の子ニムロド£1世3が挙がっている。尚、　Ya‘qgbf（1，p．17）にも
　　　セムの子アラムの子マシュ（MdSh）がバビmソの地に行き、‘暴君ニムロ罫が生まれたという、類似の
　　　記述が挙がっており、上記のIbn　Qutaybaの他に、こちら〔その情報源も倉む〕との闘連も考えられる。
（133）創世記には、彼の統治期闘への言及がない（10：8～12）上、バベルの塔の建設や下記の君葉の分裂に瀾し
　　　ては、彼が登腸しておらず、言葉の数も言及がない（ll：4～9）。マスウーディーには、バビmソの最初の
　　　玉、‘暴認’　（al－jabbar，砿劇世記10：9～10‘カある’）＝ムmドは約60年支配し、ユーフラテスから引
　　　いた諸運河（anhfir）を掘った（§523）ともある。西に、下記の§74では、‘暴君’ユムロドなる春がレ
　　　ウ（Ar‘｛｝）の時代に生まれたとあるが、　Ya‘q8bf（1，p．18）では、レウ（Arghfi）の時代に、‘暴君’＝
　　　ムロドがおり、この入物がバビmソに居し、塔の建設を始め、67年支配したとなっている〔注（132）の
　　　Ya　‘qObrの記事も参照］。更にTabar£（王，p．320）ではカナソ（1〈an　‘an）の子クシュの子ニムロドが
　　　400年闘暴君で、天に向かう塔を建設したとある［マシュの子謀ムロドは登場しない］。また、ナバタイ
　　　人は、マスウーディーによれぱ、ノアの子セムの子アラムの子マシュの子Nabrtの子孫で（§§953～54＞、
　　　バビロソ地方を建設し（§1103）、イラーク（a1－‘lraq現イラク南半）を支醗したが、現在〈・rrスウー
　　　ディーの当時）は弱体化している（§954）。このように、B．C．5C漿以鋒、死海の南方ペトラを中心に栄
　　　えたナバタイ人の名前が、アラブの征服後、イラークの人々と結びつけられてくる。
（134＞§1141では、クシュの子ニムロドの時に、セムの子孫が19、ハムの子孫16、ヤフェトの子孫が37の言葉に
　　　分かれたことになっている。また、Ya　‘qgbf（1，ppユ7，18）をこは、マシュの子ニムロドの時に、それぞれ
　　　19、16、37に、Tabarr（1，p．220）には、カナソの子クシュの子ニムロドの時に、18、18、36に分かれた
　　　とある。
（135）　“本書の中で後にく；この場勝の後、この書の来るべき所において）〈人々の離散……を述べる〉”が、
　　　‘Abd　a1－Ham録版では“この我らの轡にあるその場所において、これを〈述べる。〉そしてく人々の離
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　　　散……〉”。
（136）創世記10：25参照。Tabarr（1，pp．216～17）にも、縄様な説明が載っている。
（137）創世記10：24～25で1ま、アルパクシャドの子シェラの子はエベルだけで、ペレグはエペルの子とあり、マ
　　　スウーディー自身も、下記（§§73～74）では、聖書と岡様、ペレグはシェラの子工ベルの子としており、
　　　ここはマスウーディーの誤謬と思われる。閣にτabar£（1，pp．216～17）でも地が分けられた蒔のペレグ
　　　はシェラの子エベルの子とある。次文のペレグからアブラハムは、創世詑11：18～26参照。
（138）以下、　“……王者の挨拶を……受けた媛初の春である”までは、Ibn　Qutayba（p．27）を利用している
　　　と思われる。麟世記10：25では、下記（§72の最初の文）と同様、エベルの息子はヨクタソである。
　　　Ya‘q疲b£（1，p．220）ではカフターソはシェラの子エベルの子預言藩フードの子で、ヤアルブはカフター
　　　ソの子とある。またTabarT（1，pp．216～17）でをよエベルの息子はペレグとカフターソで、カフターソの
　　　息子はヤアルブとヤクターン（Yaq‡蝕、或は9クタソ）とある。カフターソは、下記（本節の後半）の
　　　ように、イXメソ人、郡ち南アラビア人の祖先とされ、北アラビア人の雛先とされるアドナーソ
　　　CAdRan）、或はその孫のニザール（Mz邑r）と対比される（§956；cap．103他）ことが多い。但し、マ
　　　スウーディーはここ（本節の後半）では、カフターソがアラどア語を鰻初に話した塔としているが、他の
　　　箇所（§997）では、カフターソはシリア語を謡し、息子のヤアルブがアラビア語を謡すようになったと
　　　している。A．FischerとA．K．夏rvi鵬によれば、カフターソは西暦2世紀の碑文にその名が登揚し、プト
　　　レマイオスPtole磁aeusの『地理学入門』に記されているKatanitai族（vi・7・23）とも同一視されうる
　　　部族で、現在、カフターソと呼ばれる大部族集団は、大部分が遊牧生活を送り、サウディ・アラビァ西南
　　　部のBTshahと中央部Haw拡hとの間に広がっている（“Ka斌an”，Eノ②，N，p．448）。また、次文のヤ
　　　ァルブは、マスウーディーによれば、上記と岡様、アラビア語を話した［鰻初の］巻で、バビmソで雷葉
　　　が分かれた後、一族郎党を引き連れてイエメソに移った（§§1141～42）。Ibn　Qutayba（p．27）も、彼
　　　がアラビア語を話した最初の渚とする。アラブの伝説では紀元前794年頃の人物で、イエメソの地の支配
　　　春であり、ヒムヤル王たちの蟹先に当たるとされ、最初にアラビア語を話したのでya‘rub（アラビァ語
　　　を話すの意）と呼ばれた（A．Grohrnann，“Ya　‘rub”，E　I①，P1，p．1160）。
（139）Ibn　Qutayba（p．27“王謝が単数形でなく複数形である点以外は詞文）の樒、　Ya‘qgbf（1，p．220）に
　　　も類似の内容があるが、この挨拶の文句はジャーヒリーヤ時代に使われていたもののようだ（丁脅
　　　al－‘thits，　P（，p．82，Beirut＞。また、　Tabarr（1，p．217）には、カフターソがこの撲拶〔但し、後半部だけ］
　　　を受けたとある。次文のヒーラは、現イラク中部、Al－Kufaの南約3キロ、ユーフラテス淋康にあっ
　　　た都市であり、ヒーラの董とは、3世紀頃から602年まで、嶺地に都を置き、キリスト教ネストリウス派
　　　を奉じ、サーサーソ朝ペルシアの衛星国として栄えた、南アラブ系のラフム（Lakhm）湖の君主たちの
　　　ことである。
（14e）§72の終わりまで、ほぼ同じ文がlbR　Qutayba（p．27）にあり、マスウーディーはこれを写したか、少
　　　なくとも利用したのではなかろうか。ここではヨクタソ£或はヤクターソという溺人か〕とカフターソを
　　　兄弟扱いしているが、億の箇残（§994）では、ヨクタソ（Yuqtan？）をカフターソと同一視する説も挙
　　　げており、アラブではカフターソの系図をIB約のヨクタソの系鴎と悶じとみなすことが多々ある
　　　（“Kabtan”E1②，IV，p．448）。　Tabarf（1，p．219）や翻世記10：25＄照。ジュルフム（或はJurham）族
　　　は、マスウーディーによれば、上鵠（注127）のアマレク人と岡様、旱魑のイエメソから（§938）メッカ
　　　に移り（§942）、イシュマエルの子Nabitの死後、　［アブラハムとイシュマエルが建てた］カアバ神殿
　　　を管理した（§945）。一旦はアマレク人との戦いに敗れて、神殿の管理権を馨われたが、やがてこれを奪
　　　いかえし、約300年間、権力を維持した（§946）。その終わりにはこの一族は箆落し、神殿を汚す表が続
　　　出するに釜った。アッラーは嵐、雲、蟻その他をジュルフム族のもとに送って怒りを示し給い、多くの者
　　　がそのために命を落とした。そこでイシュマエルの子孫が繁栄して力を握り、ジュルフム族をメッカから
　　　追い出した。後賃、ジュルフム族はアッラーの努りにより、激流に襲われて滅び去った（§947）。また、
　　　イシュマエルはアマレク女性a｝－Jada’を離縁した後、ジュルフム族の女性samahと結婚した（§941～43）
　　　とのことである。一般にジュルフム族は、イエメソから共にメッカに移住した下記のカトゥーラー族との
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　　　闘争を経て、メッカの支配権を握り、Khuza‘ah族とKin蝕ah族によってこの町から追放されるまで、
　　　権力をほしいままにしたと伝えられ（lbn　Hish2m（d．218／813）：Sirat　RasiZl　Aliaiz，　ed．Muhammad
　　Muhy£ad－Drn‘Abd　al－Hamrd，1，p．123，1937，　Cairo）、また、　‘失われたアラブ’部族に数えられる
　　　ことが多いが、W．Montgomery　Wattの挙げる証搬に従えば、イスラーム以後まで生きのびて残ってい
　　　たようであり（“Djurhum”，E1②，II，pp．603～04）、　Jawad‘Al宝は、滅んだ第1ジュルフムと生き残っ
たカフターソ系の第2ジュルフムとに分けている（α卜漁播麟β丁飯躍こaF　A？rab（pbiaα卜癬伽2，王，p．345，
　　　1969，Baghdad）o
（141）力トゥーラーは、メッカの下手に億み着き、上手に倥み着いたジュルフム族（カトゥーラー族は彼らのお
　　　じの子供たち）と、カアバの管理権をめぐって、激しい抗争を繰り返した後、メッカから追放されたとさ
　　　れる（lbn　Hlsham：ibid．）。そして、マスウーディーPこは、ジュルフムはメッカの上手Qu‘ayqi‘fin　｝c住
　　　み、アrrレクはメッカの下手A｝yadに鷹む（§945）とあることから、力トゥーラーはマスウーディーに，
　　　登場するアマレク人の一つではないかと思われる。
（142）このレメクは、本齋§§63～64中のレメク（メトシェラの子で、ノアの父）とは溺人で、Ya　‘qgbT（1，pp．13～15）
　　　では、このレメクの子MaH〈ayzadaqがアダムの墓守を託される。
（i43）彼の寿命は麟世記11：IO～11やYa　‘qttbT（1，p．15）、　Tabarf（1，p．223）と同様。但し、　Ya‘qgb宝（同）で
　　　は、セムの死は9鍔7臼、木曜o
（144）彼の寿命は創世記ll：12～13やTabarf（1，p．223）では、438歳。　Ya‘qgbf（1，p．16）では、アルパクシャ
　　　ドの死は4月23H、厨曜、465歳。
（145）彼の寿命は創世記11：14～15やTabar宝（1，p．224）では、433歳。　Ya　‘q9　bf（1，p。16）では、シェラの死は
　　　3月13臥帰曜、430歳。
（146）彼の壽命は翻世記11：16～17では464歳、Tabarfl（1，p．224）では、474歳Q　Ya‘q嚢bf（1，p．16～17）では、
　　　エペルの菟は1G月23構、木曜、34G歳。
（147）彼の寿命は創慢記11：18～19やYa‘qab1（Lp．17～18）、　Tabarf（1，p．224）と同様。盤し、　Ya　‘q9　bf（岡）
　　　では、ペレグの死は9月12臼、金曜。　“239歳”が、‘Abd　al－Hamfd版では、　“230歳”e次文は、
　　　§§70～71参照。
（148）レウが‘Abd　al－Hamfd版では、　Ra‘廼。次文は、注（133）参照。
（149）彼の寿命は創世記11：20～21やTabarf（1，p．224）では、239歳。　Ya　‘qit　bf（1，p．18）では、レウの死は4
　　　月14日、　水曜、　200歳o
（150＞彼の蕎命は創世記王1：22～23やYa‘qa嫉（1，p．19）、　Tabar£（1，p．224）と同様。｛9　L　Ya　‘qab£（岡）では
　　　セルグの死は8月27欝、日曜。
（151）ナホルが‘Abd　al－Hamfd版では、　Nabgr。
（152）創世詑11：24～25やYa‘qfibf（1，p．19）では、148歳。　Tabar宝（1，p．225）で壱ま248歳。
（153）クルアーソ6：74に“アブラハムがその父アーザルに……”とある。翻世記15：2に登場するダマスコのエリ
　　　エゼル（アブラハムの撲）から来ているのだろうか（A．　Jeffery，“ムzar”，El②，1，p．810）。
（154）このニムロドは、本露§1103にノアの子ハムの子クシュの子ニムロド1樵の子セソナケリブ（Sannaj面b）
　　　の子カナソの子とある人物と思われる。そして、クルアーソ2：258の“アブラハムに彼の主について議論
　　　を吹っかけた例の男”に当たるのではなかろうか。イスラーム世界の伝説では、ニムロドはバビロソの王
　　　で、全世界を支配し、或はバベルの塔を建設したともされ、アブラハムの誕生を阻止しようとした激々
　　　［以下は本稿第4章の翻訳と注を参照］と雪われる揚禽が多く、Tabarfでは、バビロソの暴碧でハムの
　　　子クシュの子ニムロド（1，pp．216，217）、パビロソとアブラハムのあるじ（アッラーがバビmソで書葉を
　　　混乱させた時の支配者、或はアブラハムの時代の全撮界の王）でハムの子カナソの子クシュの子ニムロド
　　　（1，pp．219，220，319，323）、その時代にアブラハムが生まれたクシュの子ニムmド（1，p．253）、全世界を
　　　糞配した鍛初の王でセム？の子クシュの子カナソの子ニムロド（1，p．254）、洞じくレウの子ニムmド
　　　（1，p．253）、アブラハムの誕生を阻止しようとしたユムロド（1，pp．254～55）などが、　lbn　Qutaybaで
　　　は、上記のマシュの子ニムロドの他、Wahb　b．Munabbihの言として、走についてアブラハムと議論し
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　　　たカナソの｛｝　”ムuド（p．31）が、更にはYa‘qQbfにも、上記（注130，131）の他、その時代にテラ
　　　（Tarakh）がおり、人々が星学に没頭し、自身は火を崇拝し、占星術師たちの進言に従ってアブラハム
　　　の誕生を阻止しようとした暴雪ニムロド（1，pp．20～21）が挙がっている。
（155）創世記11：32では、205歳。Ya‘⑪嫉（1，p．21）でも、205歳。‘Abd　aレ耳a藤d版では、この文の後に“そ
　　　してアッラーは正しいことに成功を与え給うお方である”が続く。
V　の　注
Nの注の略記を踏襲するが、新たに1瞼ψ儂4‘，五85加師εsグ（）r，Texte　et　traduction　par　C．Barbier　de　Meynard
et　Pavet　de　Courteille，tome　I～Ur　，　Paris，1861～77の仏訳をMacoz｛di、ル勉s‘齢，Les　ptzirieS　d　cpe，　Traduction
frangaise　de　Barbier　de　Meynard　et　Pavet　de　Courteille，　Revue　et　corrig6e　par　Charles　Pel｝at，tome
I～N，Paris，1962～89をMas‘ftdi、　Attas　dte　monde　a？tabon’slamiqtte直1’4加（脚classique　OX　e　X　e　si6cles　Par
Georgette　C◎mu，　Leiden，1985をAtlasと略記する。そして、この4章以下では、紙幅の都合上、‘Abd
a1－Hamfd版において、単語や衷現が異なっていても、邦訳としての意味に殆ど違いがない揚倉は、記さない。
また、固有名詞の綴りの違いも多数にのぼるので、列挙しないことにする。
（1）‘Abd　al－Hamfd版では、アブラハムに“［アッラーの］友”が付いていない。
（2）ここまでYa‘qgbf（1，p．21）と類似する。‘Abd　al－Hamid版では、括弧扱いだが、“世界の全体”を、
　　　“大地と世界の全体”と読む。引用部“これぞ我が主である”は、クルアーソ6：76だが、クルアーソでは、
　　　この後に“やがて、それ（鷹或る星）が沈んだ時、彼は言った、　「沈むものは好きでない」”　（6：76）と
　　　続き、クルアーソと岡様な記述がTabar£（Lpp．225，258一星の名が木星とあり、洞窟から出たという記
　　　述こクルアーソにはない］もある）に見られ、またYa‘qOb£（1，p．21）にをよ、　“星が沈むと、彼は「我が
　　　主は沈まない」と言った”とある。
（3）ここではクルアーソ6：77に、“しかし、それ（罵太陰）が沈んだ時、彼は言った、「もしも主が私を導い
　　　て下さらなかったら、ぎっと迷える民の仲聞になっていただろう」”とあり、Tabarf（1，pp．255，258［lbn　‘Abbas
　　　に拠る〕）やYa　‘qgbr（1，p．21）も濁様である。
（4）‘Abd　a1－Ha磁fd版では“太陽の光”が“太陽”で、　“これぞ我が主である”の後に、クルアーソ6：78の
　　　通り、　“これが一番大きいから”が加わる。この箇所も、クルアーソ6：78～79では、　“やがて、それが沈
　　　んだ暗、彼は習った、「人々よ、私はお前達が併置する連中とは無縁である。私は天地を創り給うたお方
　　　に、純正の儒者として顔を向けている。多神教徒ではないのだ」”と続き、Tabarf（1，pp．225，258［lbn
　　　‘Abbasに拠る］）に局様な記述が見られ、　Ya　‘qfibf（1，p．21＞では“「これぞ我が主である。これが一一tw
　　　輝いて明るいから」と言ったが、太陽が沈んだ時、「それは沈んだ。我が空は沈まない」と言った”とある。
（5）前半（ガブリエル……教え）はYa‘qab£（1，p．22）にも嗣様な記述が見られる。後半はクルアーソ参照
　　　［預言老（4：163，19：41，33：7）、友人（4：125）〕。ガブリエルについては、本稿（2）のN（第3章）の注
　　　21参照。
　（6）引用部はクルアーソ21：51。
（7）以下、§76の終わりまで、クルアーソ21：52～70や、クルアーソの記述を詳しく説明した　Tabatf（1，pp．258～66）、
　　　更にはYa‘qgbf（1，p．21～22＞参照。尚、　“彫懲（al－manhatat）”が、‘Abd　a1・－Hamrd版では“く｝まん
　　　だ物、空洞の物（al一鋼aw劇”。
（8）ニムロドは本稿（2）のNの注154参照。
（9）引用部はクルアーソ21二69で、後半（火が……消えた）はTaba薮（1，p．264）ではlbn‘Abbasが言ったと
　　　ある。Ya　‘qab£（1，p．22）も参照。
（10）測世記16：16や、Ya　‘qObf（1，p．22）、　Wahb　b．　Munabbih（d．110／7280r　114／732〈以下、　Wahbと表
　　　記〉）に拠ると言うIbn　Qutayba（p．33）と同様である。‘Abd　a1－Ham宝d版では、括弧扱いだが、
　　　　“86年”の後に“或は87年”が加わる。
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（ll）ハガルがサラの女奴隷というのは、創世記16：1やYa‘qtibf（1，p．22）と同様で、　Tabarfα，p．268）では、
　　ハガルはファラオがサラに与えたコプト人（鋪ちエジプト人）奴隷とある。
（12）ナホルの子ペトエルの娘は、イサクの妻リベカであり（創世記24：i5，24：24）、マスウーディーはアブラハ
　　ムの兄弟である、このナホル（河24：15）と、アブラハムの祖父ナホル（飼11：24～26）とを混同している。
　　Ibn　Qutayba（p．31）ではサラはアブラハムの父テラの子ハラソの娘で、　mトの姉妹、　Ya‘q臼bf（1，p．22）
　　ではアブラハムの父方のおじナホル（N6har）の子ハラソ（Khar2n）の娘、　Tabarfではセルグ
　　　（Sδra‘）の子ナホル（アブラハムの複父）の子ペトエル（Batwf｝）の娘（1，pp．347～48）、或はアブラ
　　ハムの父方のおじ大ハラソ（Haran）の娘（1，p．266）、或はハラソの娘（1，pp．343，345）、或はナホルの娘
　　　（1，p．325）かナホルの娘Hanalの娘（1，p．325）、更にはハラソ（Harran＞王の娘（1，p．266＞とある。
　　マスウーディーの次文には、他の説を後述するとあるが、実際には後述していないQ
（13）ロトの系図は翻世記11：24～27やIbn　Qutayba（p。31）やYa‘qabf（1，p．22）やTabarf（1，pp．266，326）
　　とも一致する。
（14）創世記13：11～12（ロトが自らソドムを選ぶ）参照。Ya‘qitb£（1，p．22）ではアブラハムがnトにソドム
　　　（Sa面m）とゴモラ（‘Umgrah）に落ち着くよう命令したとあり、Taba百ではアッラーがロトをソFム
　　の住罠に遣わしたという記述（1，p．326）が支配的である。次の5都市は劇世記10：19，14：2，14：8、申命詑
　　　29：22や、　等’abar£　（1，p．343　［＄ab‘ah，＄a‘rah，‘Amarah，1）ura含，Sadam］　）　参照o
（15）Tabarf（1，p．342）セこはa1－Mu’ねfikahは転覆されたものという意味が毘ている。クルアーソ11：82参照。
（16）　“アッラーはそのことを”が、‘Abd　al一輩amfd版では“アッラーは彼らのことを”とある。引嗣部はク
　　ルァーソ53：53。
（17）Tabarfでは、メディナとシリアとの間にあり（1，p．342）、ベエル・シェバ（［Bi’r］as－Sab　‘）からおおよ
　　そ1昼夜の行程（1，p．271）とある。ソドムもゴムラも現在は死海南東端の灘中に没しているようだ。
（18）　“人影（anfs）”が、‘Abd　al－ljamTd版では“誰一人（麟ad）”。鷹邸の信いた’はクルアーソ11：83参
　　照。
（19）次文と共にクルァーソ7：80～84，ll：77～83，15：61～77，26：160～74，27：54～58，29：28～35，54：33～39、麟
　　世記19章、Ya‘qabf（1，pp．23～24）、　Tabarf（1，p．326～43）参照。
（20）　“アッラーが彼らについて語り、述べ給うた通り（＝：アッラーが語り給うた彼らの話、アッラーが述べ給
　　うた彼らの事柄に従えば）”が、｛Abd　al一耳am£d版では“アッラーが告げ給うた彼らの事柄に従えぱ”。
（21）次文まで、飼様な記述がYa　‘qgb£（1，p．23）にもある。　Tabarf（1，p．277）も参照。
（22）　“［彼ら］二人を（huma）”が‘Abd　a1－Ham£d版では“彼女を（ha）”。　Ibn　Qutayba（p．34）では、アッ
　　ラーがメッカ行きを命じたとある。尚、聖書では、イサクが生まれた後、ハガルとイシュマXルだけが去
　　り、ペエル・シェバの荒野をさまよう（創世記21：14）。
（23）この箇所が‘Abd　al－Hamfd版では、　“そのことは、　俄らが主よ、我は子孫の或る者をあなkの聖なる
　　館の傍らにある耕せない谷間に住まわせました”というアブラハムの言葉を通して知らぜ絵えるアッラー
　　一至高至大におわす一の御言葉にある”。引用部はクルアーソ14：37。マスウーディーは他の箇班では、
　　アブラハムはイシュマエルとハガルを“耕せない谷間”　（クルアーソ14：37）に置き去りにしたが、アッ
　　ラーが2人のためにザムザム（Zamzam）の泉を沸き毘たせた（§996）とあり、ムスリムの問では、イ
　　シュマエルの喉の渇きがひどかったので、ハガルが水を求めてサファー（a＄一＄afa）とマルワ（aFMarwah）
　　というメッカにある2つの丘の間（クルアーソ2：158参照）を3往復半した宋、イシュマエルの足元にザ
　　ムザムの泉が涌いているのを見付けたというのが、通説である。Tabar£（1，pp．276，279～81，282～83）
　　やYa‘q8bf（1，p．23）参照。創世記21：15～19も参照。
（24）引用部はクルアーソ14：37。Ibn　Qutayba（p．34）ではジュルフム族だけが登場する。ジュルフム族とア
　　マレク人に関Lては、各々本稿（2）のW（第3章）注140と127参照［マスウーディーによれば、イシュマ
　　エルはアマレク女性ともジュルフム女性とも結婚］。イシュマエルのその後は本第5章§116毒照。
（25）以下、　“……購い給うた”まで、クルアーソ37：102～07、創世記22：1～19参照。そして下記の注30も参照。
（26＞引用部はクルァーソ37：103。
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（27）弓L用部はクルアーソ37：107。
（28）クルアーソ2：125～29参照。引用部はクルアーソ2：127。Ya　‘qifb宝（王，p．25）や↑aba薮（王，pp．277，282，28
　　5～86，287）では、イサクの誕生後と思われる。
（29）サラからのイサクの誕生は創世説21：2参照。その時のアブラハムの隼齢は翻世記21：5では100歳で、
　　Wahbに拠ると君うIbn　Qutayba（p．33）やYa‘qgbf（1，p．24）も局様だが、　Tabarf（1，p．273）では
　　120歳とある。
（30）イサク説とイシュマエル説については、τaba打（1，pp．290～307）や王bn　Qutayba（pp．35～38）、　Ya‘qg
　　bf（1，pp．25～26）　も詳しいo
（31）　“ミナー”が‘Abd　aレ藁amid版では“ヒジャーズ（a1－Hij議z＞”。ミナーは本稿（2）のN（館3章）注82参
　　照。
（32）ケトラとの結婚と6名の男子は創世記25：1～2や、Ya‘q曲τ（1，p．26）、　Tabarf（1，p．345）参照。　Wahb
　　に拠ると言うIbn　Qutayba（p．33）では、ケトラの子は4名であり、アブラハムは1：lajitrliという女性と
　　も結婚し、更に7名の子供が生まれたとある。
（33＞没年は鰯世記25：7と同様である。この“175歳”が、‘Abd　aFifamSd版では“195歳”。また、　Wahbに拠
　　ると言うlbn　Qutayba（p．33）で壱ま175歳または200歳、　TabarT（1，p．349）でも200歳または175歳、そし
　　てYa‘q愈嫉（1，p。26）では195歳で、8月10日の水曜とある。
（34）‘Abd　a1－Ha瓢1d版では、　“アッラーは彼の上に10葉の聖冊を下し給うた”。クルアーソ87：19参照［クル
　　ァーソには10という具体的な数はな㌔、］。τaba實（王，p．350）ではこの10葉の墨冊は全て金欝とあり、
　　Wahb｝こ拠ると欝うIbn　Qutayba（p．32）では聖冊は20葉とある。
（35）　“アブラハムの死後”が、‘Abd　aレHam1d版では“アブラハムの後”。また“彼にエサウ……が生まれ
　　た”が、‘Abd　al－Uamfd　waでは“彼女は彼にエサウ……を生んだ”。聖書ではアブラハムの存命中に、
　　イサクとリベカが結婚し（創世記25：20，24：67）、エサウとヤコブが生まれた（翻世記25：26）とあるが、
　　Ya‘qgbf（1，p．26）もマスウーディーと同様である。リペカの系譜は創世寵22：23やYa　‘qmbf（1，p．26）
　　と一致するQTabarTにはアブラハムの兄弟ナホルの子ベトエルの娘（1，p．351）説の他、　Ilyasの子ベト
　　エルの娘〈p．354）説やアーザル（鴇アブラハムの父テラ）の子ナホルの娘（1，p．355＞説も登場する。
　　夏bn　QutaybaではリベカはWahbに拠るとしてアブラハムの兄弟ナホル（N3har）の娘（p．31）、テラ
　　の子ナホルの娘、或はWahbに撫るとしてAzra（アーザルAzarの誤記）の子Bahar（ナホルN蝕arの誤
　　記）の娘（p．38）とある。
（36）　“この世（鷹空問）　（al－fada’）に出た”が、‘Abd　a｝－Harnfd版では“分かれた（al－fa§｝）”。創世記
　　25：24～26や、Ibn　Qutayba（p．38）、　Ya‘qgb？（1，p．26）、　Tabar£（1，pp．354，357，358）参照。
（37）60歳は創世記25：26や、Ya‘qfibf（1，pp．26～27）、　Tabarf（1，p．357）と一致する。
（38）　禽IJtt言己27章や、　Ya‘qitbf　（王，p．27）、　Tabarf　（1，pp．357，358～59）　滲照o
（39）創世記35：28では180歳で、Ibn　Qutayba（p．38）も岡様である。　Ya　‘qgbT（1，p．27）はマスウーディーと
　　岡様に185歳だが、Tabarr（1，p．371）では160歳とある。
（40）エルサレムから18マイルの地とはヘブロソ（Habran）のことであり、墾書ではカナソ地方のヘブロソに
　　あるマムレの萌のマクペラの畑とそこの洞穴（翻世記23：19～20）とあり、Ibn　Qutayba（p．38）で｝まア
　　ブラハムが買い取った畑（農地）、Tabarf（L　p．371）ではヘブmソの畑（農地）とある。
（41）前半部に闘しては、Ya　‘qUbf（1，p．28）ではシリアのファッダーソ（a1－Fadd2n［Yaqgt（W，p．238）に
　　よれば上メソポタミア（al－Jazfrah）のハラソ（Harran）地方の村］）とあり、創世記28：10に準ずる。
（42）創世記29：32～35，30：6～8，30：9～13，30：22～24，35：18，35：23～26や、Ya　‘qCbf（1，p．29）、　Tabari－（1，pp．354～55）
　　参照。‘Abd　al－Hamfd版では“レビ、ユダ（Yahgdhδ）、イサカル（Yasakhar）……ダソ（Dlin）、ナフ
　　　タリ（Niftalf）、ガド（Kfin）、アシェル（lsh欲）、シメオソ、ルベソ（RUbfl）”の順である。
（43）以下、　“……ことであった箆まで、創世記32～33章、Taban－（1，p．357）参照。肇轡では出羊。羊・酪駝・
　　牛・駿馬を謙550頭（創世記32：15～16）とある。
（44）“〈エサウの悪行〉を避けようとして（istiktfafan）”が、‘Abd　a1－1：lamfd　jxでは．“〈エサウの悪行〉に
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　　1気を取られ（istikfa’an）”。
（45）次文にあるアッラーの啓示共々、クルアーソばかりか、Ibn　Qutayba以下の参照3文献にも見当らない。
（46）“〈お前は我が言を〉儒頼しなかった”が、‘Abd　al－UamTd　tuでは“〈お前は我が言を〉僑類しなかった
　　のか”。
（47）ウマル。ブソ。アル＝：バッタープは正統第2代カリフ。神殿は70年に破壊され、ウマルは638年にエルサ
　　レムを開城したので、その期間は568年となる。
（48）以下、次文までクルアーソ12：4～101［12章のタイトルはヨセブの章3の他、創世記37童、39～47章や、
　　Ya‘qGb£（1，p．28）、　Tabarf（1，pp．373～411）参照。
（49）彼の没年は創世記畦7：28では147歳とあり、Ibn　Qutayba（p．40）やTabarr（1，p．371）も岡様である。
　　Ya　‘qabi（1，p．29）はマスウーディーと同じである。
（50）創世記50：7～13や、Ya　‘qgbf（1，p．30）、　Tabaゴ（1，p．413）参照。
（51）彼の没年は創世詑50：26やlbn　Qutayba（p．41）、　Ya‘qGbf（1，p．30）と一致する。この弩10歳”が、
　　‘Abd　al－Hamfd版では“120歳”となり、　Tabarf（1，pp．412～13）と間様である。　“継ぎ禽された
　　　（shudda）”が‘Abd　al－Uamrd版では“ふさがれた（sudda）”。　Ya‘qRbf（1，p．30）やTabarf（1，p．413）
　　の他、創樵記50：26も参照。メソフィスはファラオの都で、麗カイロの南2蜘、ナイル西岸Be欲eche三n（
　　aレBadrs厳n）のすぐ北にある。
（52）劇世配δ0：25や、Ya‘qitbf（1，p．30）、　Tabarf（1，p．413）参照。マスウーディーは他の箇所で、預言砦ヨ
　　セブが諸ピラミッドを建設し、ナイm・メーターをメソフィスに設置したと人々が欝うのを憩珍は聞いた
　　　（§781）とか、ヤコブの子ヨセブはaレFayy臼m運河とaレMu職ha運河を掘った（§783）と記す。
（53）　“ヨブ”が‘Abd　al－｝：lamrd　tUで看ま、“預欝者ヨブ”。　Wahbに拠ると言うIbn　Qutayba（p．42）や、
　　TabarT（1，p．364）でes　Hブはヤコブの隠代にいたとある。
（54）9ブの系図はYa‘⑳bf（1，p．30）とpa－一一“。　wahb　l　Ptると言うIbn　Qutayba（p．42）や、　Taharr（Lp．361）
　　では、ヨブはRaghwfl（Ra　‘wf｝の誤記）の子Maw＄←Am9＄〉の子で、舞親はロトの娘とある。但し、
　　Tabarf（Lp。361）には、　Wahbに拠るとして、ヨブはルーム（ar－Rgm）人でエサウの子磁z海（廃r麟
　　の誤鵠）の子Maw＄の子という説も挙がっている。尚、墾書七十人訳はヨブをエサウの子レウエル（翻
　　慢記36：10）の子ゼラ（同36：13）の子でエドムの第2王9パブ（同36：33）に同建する。そして聖書には
　　彼はウツの地［パレスティナとアラビアとの境に沿った地域？］にいたとある（ヨブ記1：1）。ハウラソは
　　聖露にはダマスコの南の地方でギレアド［ヨルダソ河東の或る地域〕と境を接していた（エゼキエル霧
　　47：16，18）とあるが、ギリシァ・m一マ時代には狭義のハウラソはAuranitis［ハウラソ山（ジェベル・
　　ハウラソ）］地方として知られ、現シリアの南部地域の玄武岩地帯を指し、イスラーム期に入っても、中
　　心都市はBusr2［現シリア南端に透いBusra］であった。尚、広義には聖霧のバシャソ（申命記
　　1：4；3：4，10；4：43他）にも当たり、下記のバタネヤを含む。バタネヤ、郎ちm一マ階代のBa捻漁aea
　　は、狭義のハウラソの西に位置する平野地帯で、Adhri‘at［現シリア齋端に近いDeゼ記を中心都帯と
　　する。ジャービヤはダマスカスの爾南西、約8甑漉こ位置し、Ghassaa朝力：一時酋都を置いたこともある。
　　‘Abd　al－Hamfd版では、　“の間にある、ヨルダソ”が括弧扱いで、　Ibn　Qutayba（p．42）や、
　　Tabarf（1，p．362）では、共にWahbに拠るとして、ヨブはバサニーヤを領有していたとある。
（55）Ya‘qfib£（工，p．30）でも同様な記述（ヨブが過ちを犯したのでアッラーは彼に試練を与え給うた）だが、
　　Tabar£（1，pp．362～64）にはWahbに拠るとして聖書（ヨブ記）と局様な記述がある。
（56）クルアーソ21：83～84，8：40～44参照。
（57）沐浴した泉はクルアーソ38：42参照。ナワーは現シリアDer‘a〈注54参照〉の北北西、ヤルムーク）ll［現
　　シリア西南端］より西にある町で、轟時はバタネヤに属した都市。
（58）TabamA（1，pp．361～62）に存よ、ヨブの妻はヤコブの子ヨセブの子エフライムの娘Ra㎞ahという説より
　　先に、ヤコブの娘レァ（L？ya＞という説が挙がっており、Wahbに撚ると雪う王bn　Qutayba（p。42）に
　　もレア（11yfi＞説が見られる。
（59）同様な記述はXbn　Qutayba（p．41）やTabarf（Lp．414）にも晃られる。聖書では、マナセの子とLてマ
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　　キルが挙がっているが、モーセという名の人物はない（創世寵50：23；民数記26：29，32：39）。この入物を
　　MeynardとCourteilleはマキルとする（MacmUti，1，p．91）が、　Pe11就は否定する（瞼s‘癬，1，p．38）。ク
　　ルアーソ18：60～82に登揚するモーセがこれに当たると考えられる。［ヤコブの子レビの子ケハトの子］
　　アムラムの子モーセは、出エジプト言己6：16～20参照。またヒドルの系譜はlbn　Qutayba（p．42）や
　　Tabar？（1，p．415）と同様である［倶し、両者ともヒドルの自名はBaliyaとする］。聖書にはマルカーソ
　　とヒドルは登揚せず、ペレグの子とLてはレウが登揚する（創世記U：18）。
（60）クルアーソ18：65～82に、アッラーから直捜に知識を授けられ、モーセが師事しようと付き従ったと記さ
　　れている人物が、ヒドルを指すと言われる。ヒドルは文字どおりは緑色の［人〕の意だが、マスウーディー
　　の第5章§王17には、ヒドルはエリミヤ（lrmiyfi＞だという説が挙がっている。エリミヤ説はTabarf（1，
　　pp．415～16［0漉iyδ］）にも見られる。オマルは創世記36：4，36：11参照。
（61）‘Abd　aFHamrd版では、“エジプ5の4代目のファラオに当たり、長欝で身体が大きい”が、“イムラー
　　クの子アムルの子ハーラーソの子ライスの子アブー・アル＝ヒルワースの子アブー・ヌマイルの子ムアー
　　ウィヤの子ムスアブの子ワリードといった”の後に入る。Wahbに拠ると言うIbn　Qutayba（p．43）で
　　は、ムスアブの子ワリードというこのファラオ（　・Ya　‘qObf，1，p．31）は400歳以上生ぎた。　Tabar£には、
　　このファラオはイムラークの子アムルの子th　一ラーソ（Q含ran）の子スィルワース（as－Silwfis）の子ヌ
　　マイルの子ムアーウィヤの子ムスアブの子（1，pp．378，412～13）ワリード（1，pp．444，445）とある。
（62）以下、“……殺すよう命じた”まで、クルアーソ2：49，7：141，14：6，28：4参照。鵠エジプト記1：8～22も参
　　照。特に、　“占い師”以下の箇所は、詞様な記述がYa‘面嫉（1，p．31）やTabarf（1，pp．445～46）1こも
　　見られる。
（63）“モーセの事と、彼を大河に投げ込むよう母親にアッラーが啓示し給うた事に蘭しては、……が起こった”
　　が、‘Abd　a1一耳amfd　waでは“モーセの事では、母親にアッラー－e高至大なり一が啓示し給うた事、
　　即ち、大河に彼を投げ込むようにとのことがあった。そこで彼女は彼を投げ込んだ。以下、……が起こっ
　　た”。クルアーソ20：38～40，28：7～｝3参照。以後、クルアーソでは、聖書（鵡エジプト記2：5～10）と似て、
　　モーセはファラオの妻に助けられ、宮廷で成長する（28：9～14）。Ya　‘qab£（1，p。31）やTaba貫（1，pp．448～50）
　　参照。
（64）シュアイブは、Ya‘qObf（1，p．32）ではアブラハムの子ミディアンの子エファ（‘lya？）の子Naw£b？の
　　子とあるが、Taba買（1，p．365）には、アブラハムの子ミディアソの子Thabitの子‘Anqaの子＄ay魚篇
　　の子という説の他、ミディアソの子孫でミカエル（Mfka’f｝）の子とする説、エトロ（Yatrfinモーセの舅）
　　と同一視する説、Ibn　Qutayba（p．41）と同様にシュアイブの粗母ex　mトの娘とする説などが挙がって
　　いる。
（65）クルアーソ7：85～93，11：84～95，29：36～37参照。更にクルアーソ26；176～89にはシュアイプが叢林の倥民
　　に遣わされているが、この住民もミディアソの昆と～般に解釈されている。そしてマスウーディーには
　　　§1180に、シュアイブの民に関して、彼らは‘失われたアラブ’だという説、アブラハムの子ミディアソ
　　の子Ya‘＄ubの子∫anda1の子al－Mahdの子孫だという説や、このa1－Mahdの子供たちにはAbjad、　Ha
　　wwaz、　Huttf、　Kalaman、　Sa‘fa＄、　Qarashatといった王たちがいたという記事、§1182には、シュァイ
　　ブはミディァソの民を正道へ呼んだが、彼らは彼を嘘つき呼ばわりし、　陰のE’　（クルアーソ26：189）
　　に彼らの上に懲罰が下されることになった、郎ち天の火の門が彼らの上に開かれ、シュアイブは儒じた者
　　を連れてミディアソの近くの叢林aトAykahに逃れたという詑述もある。クルァーソ29：39ではミディァ
　　　ソの民は大地震にみまわれたとある。また鶏職Qutayba（p．42）ではWahbに拠るとして、ミディァソ
　　はシュアイブと同族でなく、シュアイブが遺わされた民で、シュアイブは叢林の佐民の儒者たちと共にメッ
　　カに逃れたとある。更にTaba頁（1，pp．365～71）には、陰の日の記述の他に、シュアイプは葭が悪かっ
　　たという諸説が示されている。
（66）クルアーソでも、聖書（繊エジプト記2：11～15）と同様、モーセは長じてから、エジプト人がイスラエル
　　人を虐待するのを見て怒り、そのエジプト人を殺し、ミディアソに逃れる（28：15～22）。Ya‘qgbr（1，p．32）
　　　　やTaba6　（1，pp．450～51）　参照、o
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（67）クルアーソ28：22～28や、出エジプト記2：16～22、Ya‘qCb£（1，p．32）、　Tabarf（1，pp．458～60）も参照。
（68）引用部はクルァーソ4：164。アロソによる補強はクルアーソ25：35，28：35、二人をファラオに派遣はクルアー
　　ソ10：75，20：43，23：45，28：35参照。クルアーソのより詳しい記述では、ミディアソ滞在の後、モーセは火
　　を見て、聖なる谷トワー（Tuwa）で主に呼びかけられ、二つのLるし［一つは杖が蛇になる、こ二つ鷺は
　　手が白くなる］を授けられ、ファラオのもとにアロソと共に行くよう命じられる（20：10～48，27ミ7～12，2
　　8：29～35）。繊エジプト記3～4章や、Ya‘qObf（1，pp．32～33）、　Tabarf（1，pp．463～64，465～67）参照。
（69）ファラオの拒否はクルアーソ7：三23～24，10：76～83，17：101，20：56～71，26：23～49，28：36～38，51：39、ファ
　　ラオの溺死はクルアーソ2：50，i7：103，20二78，26：66，28：40，51：40、出エジプトの命令はクルアーソ26：52参
　　照。クルアーソのより詳しい記述では、ファラオはモーセの言葉に対して証拠を見せうと言い、モーセが
　　自分の杖を蛇に、自分の手を真っ白にすると、魔法使いたちを集める、しかし彼らは敗れ、モーセの主を
　　信じるが、ファラオはあくまで逆らい［ファラオの一族の上に様々な天誕が下るが、彼らはそれでも傲慢
　　な態度を示したので］、結局海中に溺れる（7：104～36，20：49～79，26：23～66＞。出エジプト記5～三4章や、
　　Ya　‘q｛ibf（1，pp．33～34＞、　Tabarf（1，pp．467～88）参照。
（70）出エジプト記12：37やYa‘qabT（1，p．34）と岡様である。　TabarT（1，pp．479～80）でをま62万の戦士とある。
　　荒野進入以後、クルアーンでは、モーセの畏が水を求めた時、彼が杖で岩を打つと、12泉が沸き出た
　　　（2：60，7：160＞とか、アッラーは40夜にわたってモーセと契約を結び給うた（2：51，7：142）とある。出エ
　　ジプト記15：22以下31章までや、Ya　‘qgb£（1，pp．35～36）、　Tabarl（1，pp．493～94＞参照。
（71）　“かれの預言者モーセ”が‘Abd　al－Hamfd版では、　“モーセ”。クルアーソ7：145やTabarf（1，p．491）
　　参照。出エジプト記31：18，32：15～16（2枚の石板で板の両澗に文字が講かれていた）も参照。
（72）子牛崇拝の目撃はクルアーソ2：54や出エジプト記32章劃照。クルアーソではこの悪行の鳶謀者はサマリア
　　人（as－S含mirのだとされる（20：85～97）。　Tabarf（1，pp．489～90，491，494）も参照。
（73）マスウーディーは、クルアーソ7：150（モーセは板を投げた）やTabar£（1，pp。491，494）の記述より、出工
　　ジプト記32：19（モーセは板を投げつけ砕いた）やYa‘qabf（1，p．37）の記述に透い。
（74）前半部は、クルァーソ7；154（モーセは板を拾いあげた〉とTabarτ（1，pp．494～95）の記述や、繊エジプ
　　　ト記34章（モーセが砕いた石板に代わる2紋の石板が再農造られる）も参照。後準部は、出エジプト記40
　　章参照。
（75）聖書（出エジプト記28～29章ほか〉やYa‘qgb？（王，p．35）参照。クルアーソでは、アロソは預雷巻とある
　　　（19：53）が、その他は20：90～94参照、。
（76）　“〈アロソを〉農分のもとに（ilay－hi）〈習し給い〉”が、‘Abd　al一翼amfd版では“〈アロソを〉荒れ
　　野で（ff　at－tfhi）〈召し給い〉”。サラートはアラビア半島酉部を縦断する山脈で、3000m級の峰を含み、
　　その西には紅海岸に狭く伸びるティハーマ平野、東には半島中央部に広がるナジュドNa舞高原がある。
　　モアブの山とは死海東方の、海抜900mの台地と思われるが、墾書では、アロソはモセラ（申命記10：6＞
　　で葬られ、或いはホル山で死に（民数記20：28，申命記32：50）、彼の兄第モーセがモアブの地にある谷に
　　葬られた（申命記34：6）。Ya‘qifbf（1，pp．40～41）ではアロソはシナイの荒野にある山で死んだとあり、
　　Tabarf（1，p．502）にもlbn‘Abbasなどに基づくとして隅様な説が挙がっている。但し、　Tabarf（1，p．505）
　　ではアUソは荒野にある洞窟で死に、モーセが彼をそこに埋めたとある。
（77）‘Abd　a1－｝：lamfd　waでは、括弧扱いだが“我らがll過ぎ去った民族と消え玄った王顯に閣する晴代の情報選
　　の中で述べた”という飾が“珍しい詣”を修飾する。
（78）岡様の内容がYa　‘qa　bT（1，p．46）にもある。
（79）‘Abd　aFHamfd版では“120Ueの時に召された”であり、　“123歳くの時に召された。〉また、
　　　〈120歳〉の賭に召されたとも言われている”が括弧扱い。民数記33：39やYa　‘qGbf（1，p．41）も
　　123歳、Ibn　Qutayba（p．44）ではU7歳。
（80）　“その他の人々”に、‘Abd　aレHalnfd版では括弧扱いだが、　“シリアにいた〈その他の人々〉や、それ
　　以外の者たS”が加わる。クルバソ入は不明。ミディアソ人は聖憲ではアブラハムとケトラとの子孫（翻
　　投記25：2）で、アカバ湾の東岸を中心に放浪していた。尚、時代は丁り、ヨシュアの後である（卿ち、
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　　§96）が、聖書にミディアソ人とアマレク人と東方の諸民族（アラビア人？）が連合軍として登場する
　　　（士師言己6：3，33，7：12）o
（81）クルアーソ53：36，87：19参照£但し、10という具体的な数はない］。マスウーディーによれば、アダムに2
　　1葉、セMこ29葉、エノクに30葉（以上§62）、アブラハムに鈴葉（§80）、そしてこのモーセに10葉で計
　　iOOeCの§ahifahになる。　Tabarf（i，p．350）にはAba　Dharr　al－Ghif盈ぎ（d。310r32／651～53）に基づく
　　として、アグムに10、セトに50、エノクに30、アブラハムに10、それにトーラー、福音書、詩編、クルアー
　　ソ（aFFurqan）の計104の啓典をアッラーが下し給うたとある。
（82）1ミスカールは4．25グラム（∫．Allan，“Mithka1”，E　1①IH，p．528）。
（83）　“管理人（k葡1）”が、‘Abd　al－Ham録版では“祭司（kahin）”。
（84）申命記34：7や、Ya　‘qfibf（1，p．46）、　Tabayf（王，pp．444，506）と嗣様。　Ibn　Qutayba（p．44）蕾こは、モー
　　セはアロソの没後3年生き、アロソの命臼に同じ歳（117歳）で没したとある。
（85）申命記34：7参照。尚、モーセに関する話として、マスウーディーにはその他、アヅラーはモーセとイスラ
　　エル人を荒野に入れ紛い、彼らは40年間そこに留まり（クルアーソ5：25～26）、e一セとアロソ、モーセ
　　と共にいたイスラエル人600000名がこの荒野で死に、子孫たちは彼らを荒野に残した（§1347）とある。
（86）以下、uシュアによる軍事行鋤は訟シュア認参照。　“急ぐことになっte”が、　tAbd　a1－Ha斑Td版では
　　　“進んだ”。
（87）ガウルは文字どおりは礒部で、死海を含むヨルダソの地溝帯のこと。エリコは死海の北11km、ヨルダソ川
　　の西蝕鵬にある［境代のエリコはより南東に位置］。ゾガルはYaqOt（蕪1，p．143）をこよれば、死海の端
　　にあり、エルサレムから3日行程で、Atlas（p．12＞によれば現ヨルダソ領safi［死海の南］の菓％餅こ
　　その遺跡がある。‘Abd　al－Hamrd版では、この“ゾガル”が抵弧扱い。
（88）悪臭を放つ湖とは、死海のこと。
（89）　“彼の時代の前後の哲学壕たち”が、‘Abd　a1－Ham掘版では“彼以外の哲学者たち、彼の時代の髄後の
　　者たS”とある。論理学の著者とはオルガノソ6篇を著したアリストテレスのこと。
（90）カファルラーとカルウーソの湖とは、現Hula（Houle）干拓地（iN　a｝－lil91ah　tw）　［ガリラヤ（ティベリ
　　アス）湖の北］のこと。岡じマスウーデif　一一の『提言と再考』　（丁罐紘p．73）では、　QadasとKafar猿の
　　湖とあり、ケデシュ（Qadas＞湖と呼ばれることの方が多い。尚、カルウーソe＆、Atlαs（p．10）によれば、
　　現レバノソ、ペカー平原南部のリタニー州の束にある村だが、カファルラーは地名と思われるが、不明。
（91）マスウーディーの著書建時代の購報』と『中問の露』については、本稿（1）を参照。この箇所は‘Abd
　　al－Hamid版では、　“この湖、卿ち悪臭を放つ湖｝こは、不思議な話と長い物語があり、我らはそのことを
　　　『過ぎ去った民族と消え去った王国に関する時代の情報』で述べた”。
（92）　“薬物Caqqar）”が、‘Abd　al一翠a磁銀版では“塵（ghubδr）”。
（93）ウルミヤ（現Rez2’fyeh）とマラーガ（Maragheh）はレザーイエ（ウルミヤ）湖南部の各々西と東に位
　　置する都市で、現イラソ領であるが、当時は共にアルメニア或いはアゼルバイジャソの町に数えられた。
　　　カブーザーソ、郷ち、青いものを意味するこの湖はウルミヤ湖である。Yaqift（Lp。351）もU㎜iyah湖
　　　を動物も魚もその他の生物も生息していない、悪臭を放つ、著い湖だと説明し、湖の中央にKabOdhan
　　　と嘗われる山があるとする。
（94）毘エジプト記17：8～ユ6参照。MeynardとCourteille　Vk、スマイダアをシェミダ（昆数記26：32，ヨセブの子
　　　マナセの子マキルの子ギレアドの子）、フーバルをヘフェル（民数記同，シェミダの兄弟）とみなしている
　　　ようだ（Macαudi，1，pp．398～99）。マスウーディーに従えば、スマイダアは以下の通り、アマレク人であ
　　　るが、Haydの子Karkarの子Qay‡firの子撚瓢の子フーバルの子とも言われ（§939）、アマレク人を
　　　率いて、旱越のイエメソから水や草や住みかを求めてティハーマへ向かった（§§938～39）。そして彼の
　　　下でアマレク人はメッカの下手Ajyδdに住んだ（§945）ともある。また、　Ya　‘q｛ibf（Lp．47）で壱ま、フー
　　　バルの子スマイダアは、ノアの子セムの子ルドの子アマレクの子孫である巨人たちのうち、酸初の董となっ
　　　た人物で、ティハーマからシリアへ進み、イ．Xラエル人を攻めようとしたが、ヨシュアが送った者に殺さ
　　　れたとある。Tabarf（Lp．756）にもアマレク人フーバルの子スマイダアの名は登場する。聖書では、ヨ
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　　　シュアが征服した王たちはヨルダソ用の西側の31名で、ヘト人、アモリ人、カナソ人、ペリジ人、ヒビ人、
　　　エブス人とある（ヨシュア記12：7～24）。
（95）ヨシュアの統治期間に関しては、聖書では破が85歳でモーセの後を継ぎ（ヨシュア記　14：10）、110歳の生
　　涯であった（ヨシュア記24：29；士節記2：8）とあり、Ya‘qabf（1，p．48）やTabarf（Lpp．515～16）では
　　27年間統治したとある。またヨシュアの系譜に関しては、Ibn　Qutayba（pp．41，44）やTabarf（1，p．506）
　　　に局じものが晃られる。聖書では、ヨセブの子エフライム（創慢記41：52）の子にヌソはいない（民数記
　　26：35；歴代誌上7：20～25）。しかし、ヌソがエフライム族の出身であることは間違いなく（鑓数記13：8）、
　　　ヌソがノソならば、エフライムの子孫である（歴代誌上7：27）。
（96）エイラトは申命甜2：8、列王認上9：26、列王記下16：6にも登場するアカバ湾頭の町だが、麗在のイスラエ
　　　ルのElatの透く。
（97）アウフ・ブソ・サアドは不明。
（98）　“軍団（jahafil）”が‘Abd　aレHa謡d版では“（hajδfil）　［意味不明］”。
（99）バルカーは石灰岩の高原で、広義にはヨルダソ測と死海の東、聖書のアソモソとモアブ、更にはギレァド
　　　の地にほぼ梢遇し、より狭義にはその中部で、アソマソ（現ヨルダソの首都〉を主都箔とする地域である
　　　（J．Sourdel－Thomine，“Al－Balka’”，E　／②，1，pp．997～98＞。　Tabarr（1，p．508）によれぱ、この村の名
　　　はB醗‘ah。毘数記22：5では、ユーフラテXJII流域にあるアマウ人の町ペトルに鷹むベオルの子バラムと
　　　あり、Wahbに拠ると言うIbn　Qutayba（p．41）でをま、バラムはアブラハムによってロトの娘たちと結
　　　婚させられた者たちの子孫、Ya‘q飴f（1，p．40）やTabarf（1，p．508）では単にベオルの子とある。
（100）毘数記では、モーセの晴代となっており、モアブ王バラクが彼に［モーセの率いる］イスラエル人を院う
　　　よう顧む（20：6）と、かえって4回の託宣でイスラエル人を祝篠する（蹴記23：8～10，20～24；％：5～9，17～19）。
　　　しかし、ミディアソの女たち（モアブの娘たち）を唆し、イスラエル人にペオルのバアルを慕わせ、彼ら
　　　を主に背かせる（31：16；25：1～3）。その結果、2400e名のイスラエル人が滅ぼされる（25：9）。バラム自身
　　　もイスラエル人に殺される（31：8）。
（101）Ya　‘qObf（1，p．40）では、イスラエル軍に女性たちを差し向けて彼らをだめにすることをバラム
　　　（Ba玉‘dm）はミディアンヨ三に捲示したので、モーセの復讐を受けて殺されたとある。しかしTabarf（1，
　　　pp．508～11）には、ある飯承に従い、以下のような話が記されている。モーセがカナソの地に達した時、
　　　バルカーの町々の一つBali‘ahにいたバラムは、イスラエル人を脱うよう彼の毘に頼まれたが、アッラー
　　　が彼にイスラエルを祝福しかさせなかったので、彼の民に命じて、藩飾った女性たちを物売りとしてイX
　　　ラエル軍に送り込んだ。その一入カナソ女性コズビ（Kusbf）とイスラエル人ジムリ（Zimrf）が交わっ
　　　たので、アッラーはイスラエル人に疫病を送り、下記（§94）のピネハスがこの両名を突き殺すまでに
　　　70000名のイスラエル人が滅んでしまった。　“アマレク人王たちの一人”が、‘Abd　al－Hal盃d版では
　　　“アマレク人の王たちの何名か”。
（102）　“9QOQQ名”が、‘Abd　aレHa狙認版では“70000名”。　Ya‘qab£（1，p．48）に1ま、　eシュアがバルカーを征
　　　服した時、イスラエル人は女性たちと不義を繰り返し、彼の警告を無視したため、アッラーは疫病によっ
　　　て70000名を滅ぼしたともある。
（103）この文全体が、‘Abd　al－Hamfd版では括弧扱い。引用部はクルアーソ7：175。　Tabarr（1，p．511）には鍔
　　　様な説明が詳述されている。
（104）寿倫はヨシュア記24：29と士師記2：8と岡様である。しかし‘Abd　al－Mamfd版では、　“llO歳”が
　　　“120歳”。またTabarf（1，p．515）ではi26歳とある。
（105）創世記46：12や昆数記26：20～21ではユダの子ペレツの子はヘツロソとハムル。尤も、昆数記34：19やヨシュ
　　　ァ記14：6によれば、エフネの子カレブはユダ族ではある。Wahbに拠ると言う王bn　Qutayba（p．43）も
　　　カレブの系譜はマスウーディーと嗣様〔但し、ペレツがQarad〕で、カレブはモーセとアロソの姉ミリア
　　　ム（Maryam）の夫とある。聖書では、ヨシュアがカレブにヘブmソを嗣業の土地（割り当て地）として
　　　与えたとあるだけ（ヨシュア記14：13，15：13）で、カレブがヨシュアの後継者とはなっていないが、
　　　Tabarf（1，p．535）には、カレブがヨシュアの後の指導者というのが定説だとある。それは次のクルアー
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　　　ソの引用部（5：23）に登場する二人がヨシュアとカレブとされることから来るのであろう。
（106）引用部はクルアーソ5：23。畏数記三4：30，14：38や、Tabarf（1，pp．498～99）参照。
（107）別の写本というこちらは、聖書（士麟記3：8）に符合する記述であり、Ya　‘qfibf（1，p．48）にも同様な記
　　　述［値し、クシャソがDfishan］が見られる。またTabarr（1，p，545＞には、別説としてロトの子孫クシャ
　　　ンの8年間が挙がっている。なお、‘Abd　al－Ha獄羅版では、　“8年”が“80年”。
（108）オト＝エルの血統と統治期聞に関しては、血師記3：9～11やYa　‘qfibf（1，p．48）、そしてTaban－（1，p．546）
　　　の別説と同様である。§95に登場するエフネの子オ5＝エルも参照。　“……にいた巨人クーシュを殺した
　　　（qatala）”が、‘Abd　a1－Llamfd版では“クーシュは巨人で、……にいたと言われた（qfla）”。クーシュ
　　　は士師記3：IO［戦いでクシャソ・リシュアタイムはオトニエルの手に落ちた〕に従えぱ、上記のクシャソ・
　　　リシュアタイムではなかろうか。繍に、Ya‘qQbf（1，p．48）には、イスラエル人の不正・不遜がひどくなっ
　　　ていたので、アッラーはモアブの巨人クシャソ［ここはDashδnでなく、Kfish2n］に彼らを支配させた
　　　が、オトユエルが王位｝こ就くと、クーシュを殺したとある。
（109）聖書の記述（士師記4：2～3）やYa‘q曲了（1，pp．48～49）、　Tabarf（1，p．546）の別説から見て、これは
　　　§95に登場するカナソ人ヤビソ（Yabfn）と思われ、先程は聖露と符禽したこの写本が今度は、聖書の記
　　　述［ケナズの子オトニエルの後は、モァブの王エグロソ、次はエフドとシャムガル、その後がカナソの王
　　　ヤビソコとは異なり、逆に§95が整書に従った記述となる。この写本に見られる異同あるいは混乱は、オ
　　　ト＝エルの死後も、エフドの死後も、イスラmル人が主の駅こ悪とされることを行なったと聖書にある
　　　（土師記3：12，4：1）ことから起こったものであろうか。
（110）アムラールはエリC途）のことか。§96参照。TabarT（1，p．551）も参照。ここも、　“彼”がヤビソ、
　　　“アムラール”がエリであるなしを問わず、聖書に沿った§§95～96とはかけ離れたものである。
（lll）サムエル、サウル、ゴリアトはサムエル記7，11，17章などと、§§98～102参照。§llO6では、ベルペル人
　　　の地は特にパレスティナの地であり、彼らの王はJalatで、この名は彼らの王の称号であったが、ダビデ
　　　に自分たちのヨ三Jalatを殺された後、ヨ三がいなくなり、彼らはマグリブ（a1－Maghrib）の地に移ったとい
　　　う説を、§1167ではベルペルの系譜に閣して、ハムの子カナソの子孫である説他を挙げている。
（112）Tabar£ではカレブ（ヨシュアの後継者）の後でイスラエル人を治めたのはブジ（BOdhf）の子エゼキエル
　　　（Hizqfl）というのが通説（1，p．535）とかWahb説（1，p．539）とある。ピネハスは聖書では、モーセの
　　　霞前で、バアルを慕った1名のイスラエル人とミディアソ人の女を刺し殺した（属数言己25：7）とか、［サ
　　　ムソソより後に〕ベニヤミソ族と彼らを除くイスラエル人とが戦った妾階、主の御前に仕えていた（士師
　　　記20：28）とあり、Tabarf（1，pp．510～ll）にもこの昆数記の話が、先のバラムに関する記述の中に登場
　　　する。
（113）　“〈第2の岩〉の上に”が、‘Abd　al－｝：lamrd版では“〈第2の岩〉の中に”。
（1i4）メソポタミアの王クシャソという衰現は聖書のクシャソに相当し、§93のクシャソ（Kashδn　al－Kufrf）
　　　と岡一人物に取れそうだ。
（115）オテニエルは、‘Abd　al－Hamrd版では、§93の‘Amya’f1と異なる‘Anyδ’flと読み、オテニエルとは別
　　　人と考えているようだ。そして、マスウーディーも別入と考えているようだが、エフネの子カレブ（§93）
　　　の兄弟は、士師記1：13，3：9によれば、ケナズとなり、マスウーディーは混岡しているようだ。結局、以下
　　　にエグロソ、エフドの記事が続くので、この箇所もやはりオテニエルと考えてよかろう。期間は士師記3：
　　　llとi司様。そして次のエグロソは士師記3：12やYa‘qabf（王，p．48：‘AqlOn）でもモアブの王［Tabarf，1，p，546
　　　では或る王］とあり、その期間18年も土師記3：14やTabarf（1，p．546）と同様。　Ya　‘qti　bf（1，p．48）は15
　　　年。
（116）エフドは士師記3：15とTabarf（1，p．546）ではベニヤミソ支族のゲラ（JfrA）の子、　Ya‘qgbf（1，p．48）
　　　ではエフライム支族のゲラの子とあり、その期間も士師記（3：30）とTabarf（Lp．546）では80年である
　　　［Ya‘qObfには記載なし］。マスウーディーはこの80年をエフドの55年と次のシャムガルの25年に分け
　　　ている。またYa‘qgbr（1，p．49）ではエフドの25年目が4000年囲に当たるとある。
（117）シャムガルは士師記3：31，5：6とYa　‘qa　bf（1，p．49［Samhar］）ではアナト（‘Anat）の子とあり、期間
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　　　は示されていない。Tabarf（1，p．546）ではエフドの後は次のヤビソ（Yaf£n）である。ヤビソは士師記
　　　4：2ではハツォルのカナソ王とある。ヤビソの期聞は±師記4：3や、Ya‘qfibT（1，p．49）、　Tabarf（1，p．546）
　　　と同様。‘Abδa1－Hamfd版では“還侵従させた（qahara）”が“治めた（dabbara）”。
（118）士師記4：4ではデボラはラピドトの妻とある。彼女の期間は霊師記5：31と同様。またバラクは土師記4：6
　　　（ナフタリ支族のアビノアムの子）に準ずる。そして聖書では、デポラはヤビソの将軍シセラとの戦いを
　　　バラクに委ね、共に出陣した（士師記4：9）とあり、結婚という記述はない。尚、Ya　‘qgbf（1，p．49）で
　　　は、デボラは登場せず、ヤビソの後、ナフタリ支族のアビノアム（Abfnu‘m＞の子バラク（Baraq）が、
　　　またTabarf（1，p．546）では、バラクがデボラのために、それぞれ40年間支配したとある。
［以下の注は次回に掲載する］
（1992．5．13受理）
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